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荊
州
地
区
出
土
戦
国
楚
簡

は

じ

め

に

本
稿
は
荊
州
地
区
か
ら
出
土
し
た
楚
簡
と
そ
の
整
理

・
研
究
状
況
を
紹
介
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
楚
簡
に
つ
い
て
あ
る
程
度

全
面
的
な
説
明
を
す
る
こ
と
な
く
、
荊
州
地
区
か
ら
出
上
し
た
楚
簡
に
つ
い
て

の
み
紹
介
を
し
て
も
、
す
べ
て
の
楚
簡
の
中
で
荊
州
地
区
出
土
楚
簡
が
持
つ
重

要
性
は
明
ら
か
に
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
特
に
荊
州
地
区
に
限
ら

ず
、
各
地
で
出
土
し
て
い
る
楚
簡
す
べ
て
を
対
象
と
し
て
紹
介
す
る
。

本
稿
は
三
つ
の
節
か
ら
成
り
、
第

一
節
で
は
こ
れ
ま
で
に
出
土
し
た
楚
簡
す

べ
て
の
出
土
状
況
を
紹
介
し
、
第
二
節
で
は
楚
簡
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
、

第
三
節
で
楚
簡
の
研
究
状
況
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

一　
楚
簡
の
出
土
状
況

楚
簡
に
つ
い
て
具
体
的
に
見
て
い
く
前
に
、
ま
ず
本
稿
が
対
象
と
す
る
楚
簡

廣

瀬

董
〔

雄

の
範
囲
を
確
定
し
て
お
き
た
い
。

一
般
に
、
楚
簡
と
は
戦
国
時
代
の
楚
人
が
記
し
た
簡
贖
の
こ
と
を
指
す
。
し

か
し
今
日

「楚
簡
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
も
の
の
中
に
は
そ
れ
に
あ
て
は
ま

ら
な
い
例
が
二
つ
あ
る
。
第

一
は
曾
侯
乙
墓
竹
簡
で
あ
る
。
こ
れ
は
紀
元
前
四

〇
〇
年
頃
の
も
の
と
さ
れ
る
曾
国
の
竹
簡
で
あ
り
、
厳
密
に
は

「曾
簡
」
と
で

も
呼
ぶ
べ
き
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
曾
国
は
楚
国
と
政
治
的

・
文
化
的

に
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
そ
の
文
字
も
楚
文
字
の
特
徴
を
濃
厚
に
有
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
「楚
系
簡
吊
」
の
一
つ
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。
第
二
は
里
耶
秦

簡
で
あ
る
。
里
耶
秦
簡
は
秦
代
の
公
文
書
が
主
た
る
内
容
で
あ
る
が
、
そ
の
中

に
楚
文
字
で
書
か
れ
た
竹
簡
が
少
量
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
が
秦
代
に
書
か
れ

た
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
楚
人
が
書
い
た
も
の
が
秦
代
ま
で
残

っ
て
い
た
の

か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
こ
れ
も

「楚
簡
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

以
上
の
例
を
踏
ま
え
て

「楚
簡
」
の
定
義
を
広
げ
、
楚
人
が
作
成
し
た
簡
贖
と
、

春
秋
戦
国
時
代
の
楚
の
国
に
独
特
の
風
格
を
持
つ
文
字

（楚
文
字
）
で
記
さ
れ

た
簡
蹟
を

「楚
簡
」
と
し
て
扱
う
こ
と
に
す
る
。

楚
簡
は
、　
一
九
五
〇
年
代
以
降
、
多
数
の
戦
国
楚
墓
か
ら
出
土
し
て
お
り
、



そ
の
出
土
地
は
河
南
省

・
湖
北
省

。
湖
南
省
の
三
省
に
わ
た
る
。
そ
れ
を
以
下

（１
）

に
簡
単
に
紹
介
す
る
。
こ
こ
で
は
河
南
省

・
湖
北
省

・
湖
南
省
の
順
に
省
ご
と

に
分
け
て
紹
介
し
、
そ
の
中
で
は
出
土
年
代
順
に
並
べ
て
あ
る
。
な
お
、
参
考

文
献
は
発
掘
報
告
な
ど
の
ご
く
基
本
的
な
文
献
を
挙
げ
る
に
と
ど
め
る
。

（
一
）
河
南
省

１
、
信
陽
楚
簡

出

土

年

代
‥
一
九
五
七
年

出
　
土
　
地
‥
信
陽
市
長
台
関

一
号
墓

内
容
と
枚
数
‥
典
籍

（
一
一
九
枚
）、
遣
策

（一
一九
枚
）

参

考

文

献
‥
河
南
省
文
物
研
究
所

『信
陽
楚
墓
』
（文
物
出
版
社
、
一
九

八
六
年
）

解
　
　
　
説
…
典
籍
簡
は
細
か
な
断
簡
ば
か
り
で
、
正
確
な
内
容
は
知
り

が
た
い
。
上
記
報
告
書
に
よ
る
と
、
発
掘
前
に
農
民
が
井

戸
を
掘

っ
て
い
る
と
き
に
踏
み
つ
け
て
し
ま
い
、
竹
簡
が

全
部
折
れ
て
し
ま
つ
た
の
だ
と
い
う
。
李
学
勤
氏
の
研
究

に
よ
る
と
、
そ
の
内
容
は
申
徒
次
と
周
公
の
会
話
で
あ
り
、

『太
平
御
覧
』
巻
人
〇
二
、
九
四

一
所
引
の

『墨
子
』
快

文
、
ヨ
坐子
』
耕
柱
篇
の

一
文
と
似
た
内
容
で
あ
る
と
い

う
。
そ
れ
に
対
し
て
遣
策
の
保
存
状
況
は
比
較
的
よ
く
、

完
全
な
簡
が
多
い
。

２
、
新
泰
楚
簡

出

土

年

代
‥
一
九
九
四
年

出
　
土
　
地
‥
新
茶
県
李
橋
回
族
鎮
葛
陵
村
楚
墓

（新
泰
葛
陵
楚
墓
）

内
容
と
枚
数
‥
卜
笠
祭
祷
記
録

・
唱
書

（
一
五
七
一
枚
）

参

考

文

献
‥
河
南
省
文
物
考
古
研
究
所

『新
茶
葛
陵
楚
墓
』
（大
象
出
版

社
、
二
〇
〇
三
年
）

解
　
　
　
説
―
卜
笠
祭
祷
記
録
は
、
墓
主
で
あ
る
平
夜
君
成
の
病
状
な
ど

に
つ
い
て
占

っ
た
記
録
、
平
夜
君
成
が
み
ず
か
ら
祈
祷
し

た
記
録
、
社
に
お
け
る
祭
祀
に
つ
い
て
の
記
録
、
の
三
種

類
が
あ
る
。
ま
た
整
理
者
が
遣
策
と
し
て
い
る
竹
簡
は
、

葬
礼
参
加
者
が
喪
主
に
贈

っ
た
贈
り
物
の
リ
ス
ト
で
あ
り
、

今
日
で
は

一
般
に
唱
書
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
竹
簡

は
す
べ
て
断
簡
で
、
し
か
も
内
容
が
短
い
記
録
の
集
積
で

あ
る
た
め
、
竹
簡
の
集
成

・
編
綴
は
非
常
に
困
難
で
あ
る
。

上
記
報
告
書
所
載
の
賣
連
敏

「新
奈
葛
陵
楚
墓
出
土
竹
簡

釈
文
」
は
内
容
ご
と
に
竹
簡
を
分
け
て
お
ら
ず
、
竹
簡
の

初
歩
的
な
綴
合
を
行

っ
て
い
る
の
み
で
、
基
本
的
に
出
土

呑
号
順
に
釈
文
を
並
べ
て
い
る
。

（三
）
湖
北
省

、
望
山
楚
簡

出

土

年

代
‥
一
九
六
五
年

出
　
土
　
地
…
江
陵
県
望
山

○
月
１

一
九
六
六
年

一
月

号
墓
、
二
号
墓
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内
容
と
枚
数
‥
一
号
墓
楚
簡

・
卜
笠
祭
祷
記
録

答一
一〇
七
枚
）、
二
号
墓
楚

簡

・
遣
策

全
全
ハ枚
）

参

考

文

献
…
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所

。
北
京
大
学
中
文
系
編

『望
山

楚
簡
』
（中
華
書
局
、　
一
九
九
五
年
）、
湖
北
省
文
物
考
古
研

究
所

『江
陵
望
山
沙
塚
楚
墓
』
（文
物
出
版
社
、　
一
九
九
六

年
）

解
　
　
　
説
‥
一
号
墓
楚
簡
は
み
な
断
簡
、
二
号
墓
楚
簡
は
五
枚
が
ほ
ぼ

完
全
な
ほ
か
は
す
べ
て
断
簡
で
、
そ
の
全
体
像
は
明
ら
か

に
し
が
た
い
。　
百
▼
墓
楚
簡
の
卜
笠
祭
祷
記
録
は
墓
主
で

あ
る
悼
回
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
の
占
い
で
あ
り
、
そ
の

内
容
は
王

。
大
夫
に
仕
え
て
ま
だ
爵
位
が
得
ら
れ
な
い
が

職
務
が
う
ま
く
い
く
か
ど
う
か
、　
一
年
間
楚
王
に
仕
え
て

何
事
も
な
い
か
ど
う
か
、
悼
固
の
病
気
が
治
る
か
ど
う
か
、

の
三
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。

際
店
楚
簡

出

土

年

代
‥
一
九
七
三
年

出
　
土
　
地
…
江
陵
県
際
店

一
号
墓

内
容
と
枚
数
‥
遣
策

（一
一四
枚
）

参

考

文

献
‥
荊
州
地
区
博
物
館

「湖
北
江
陵
際
店

一
号
墓
発
掘
簡
報
」

翁
文
物
』
一
九
七
三
年
第
九
期
）

解
　
　
　
説
‥
竹
簡
は
す
べ
て
断
簡
で
二
四
枚
、
総
字
数
四
七
字
。
上
記

発
掘
簡
報
に
は
不
鮮
明
な
が
ら
七
枚
の
竹
簡
の
写
真
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。

天
星
観
楚
簡

出

土

年

代
‥
一
九
七
八
年

出
　
土
　
地
‥
江
陵
県
天
星
観

一
号
墓

内
容
と
枚
数
‥
卜
佐
祭
祷
記
録

・
遣
策

・
唱
書

（七
〇
枚
十
断
簡
）

参

考

文

献
…
湖
北
省
荊
州
地
区
博
物
館

「江
陵
天
星
観
１
号
楚
墓
」

翁
考
古
学
報
』
一
九
八
二
年
第
一
期
）

解
　
　
　
説
‥
出
上
し
た
竹
簡
の
う
ち
、
完
全
な
簡
は
七
〇
枚
、
あ
と
は

す
べ
て
断
簡
で
、
総
字
数
は
約
四
五
〇
〇
余
字
。
発
掘
時
、

竹
簡
は
二
箇
所
に
分
置
さ
れ
て
い
て
、　
一
部
は
漆
皮
に
は

さ
ん
で
お
か
れ
て
い
た
が
、
武
器
の
圧
力
や
盗
掘
者
に
踏

み
つ
ぶ
さ
れ
た
た
め
に
折
れ
て
し
ま
い
、
も
う

一
部
は
竹

笥
の
中
に
入
れ
ら
れ
て
い
て
保
存
状
態
が
良
か
つ
た
。
上

記
発
掘
簡
報
に
よ
る
と
、
卜
盆
簡
は
保
存
状
態
が
良
く
、

遣
策
は
残
欠
が
甚
だ
し
い
と
い
う
か
ら
、
お
そ
ら
く
完
全

な
簡
と
い
う
の
が
卜
笠
祭
祷
記
録

（総
字
数
は
一
一七
〇
〇
余

字
）
で
、
残
り
の
断
簡
が
遣
策
な
の
だ
ろ
う
。
卜
笠
祭
祷

記
録
は
墓
主
で
あ
る
邸
陽
君
番
勅

（お
そ
ら
く
潜
勝
と
読

む
）
に
つ
い
て
の
占
い
で
、
そ
の
内
容
は
①
王
に
仕
え
て

順
調
か
ど
う
か
、
②
呑
勅
の
憂
患

・
病
状
の
吉
凶
、
③
移

3



り
住
ん
だ
新
居
に
長
く
い
ら
れ
る
か
ど
う
か
、
前
途
は
ど

う
か
、
の
三
種
類
に
分
け
ら
れ
る
と
い
う
。
遣
策
の
一
部

に
は
葬
礼
参
加
者
の
名
前
と
そ
の
贈
り
物
の
リ
ス
ト
、
す

な
わ
ち
唱
書
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
い
、
実
際
に
上
記
発

掘
簡
報
の
図
三
二
の
１
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
竹
簡
は

唱
書
の
一
部
で
あ
る
。
な
お
本
楚
簡
は
、
卜
笠
祭
祷
記
録

の
中
に

「秦
客
公
孫
紋

（戦
）
聞

（聞
）
王
於
戚
郵
之
歳
」

（秦
の
客
で
あ
る
公
孫
軟
が
楚
王
を
戚
郵
に
訪
問
し
た
歳
）
と

い
う
紀
年
が
あ
り
、
商
執
の
名
が
出
て
い
る
こ
と
で
も
有

名
で
あ
る
。

曾
侯
乙
墓
竹
簡

出

土

年

代
‥
一
九
七
八
年

出
　
土
　
地
‥
随
県

（現
随
州
市
）
城
関
鎮
雷
鼓
域

一
号
墓

（曾
侯
乙
墓
）

内
容
と
枚
数
‥
遣
策

・
贈
書

（一
一四
〇
枚
）

参

考

文

献
‥
湖
北
省
博
物
館
編

『曾
侯
乙
墓
』
（文
物
出
版
社
、
一
九
人

九
年
）

解
　
　
　
説
‥
遣
策
は
葬
儀
の
際
に
用
い
ら
れ
た
車
馬
や
兵
器
に
つ
い
て

詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。　
一
部
に
楚
王
、
太
子
な
ど
が

「唱
」
を
し
た
と
い
う
記
録
、
す
な
わ
ち
唱
書
が
含
ま
れ

て
い
る
。

九
店
楚
簡

出

土

年

代
‥
一
九
人

一
年
１

一
九
八
九
年

出
　
土
　
地
‥
江
陵
県
九
店
五
六
号
墓
、
四

一
一
号
墓
、
六
二

一
号
墓

内
容
と
枚
数
‥
五
六
号
墓
楚
簡

。
日
書

（一
一〇
五
枚
）、
四

一
一
号
墓
楚

簡

・
内
容
不
明

（二
枚
）、
大
三

一
号
墓
楚
簡

・
典
籍

（
一

二
七
枚
）

参

考

文

献
‥
湖
北
省
文
物
考
古
研
究
所
編
著

『江
陵
九
店
東
周
墓
』

（科
学
出
版
社
、　
一
九
九
五
年
）、
湖
北
省
文
物
考
古
研
究

所

。
北
京
大
学
中
文
系
編

『九
店
楚
簡
』
（中
華
書
局
、
二

〇
〇
〇
年
）

解
　
　
　
説
‥
一
九
人

一
年
五
月
か
ら

一
九
八
九
年
末
に
か
け
て
九
店
墓

地
に
あ
る
五
九
七
座
の
墓
葬
が
発
掘
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の

五
六
号
墓
、
四

一
一
号
墓
、
六
二

一
号
墓
の
三
座
か
ら
竹

簡
が
出
土
し
た
。
し
か
し
上
記
二
書
は
い
ず
れ
も
五
六
号

墓

。
六
二

一
号
墓
の
竹
簡
の
み
掲
載
し
て
お
り
、
な
ぜ
か

四

一
一
号
墓
の
竹
簡
の
図
版

・
釈
文
は
公
開
し
て
い
な
い
。

五
六
号
墓
か
ら
は
二
〇
五
枚
の
竹
簡
が
出
土
し
た
が
、
文

字
の
あ
る
竹
簡
は

一
四
六
枚
で
あ
る
。
内
容
は
農
作
物
に

関
す
る
記
述
が

一
部
あ
る
が
、
大
部
分
は
日
書
で
あ
り
、

中
に
は
睡
虎
地
秦
街
日
書
に
見
え
る
占
い
も
あ
る
。
六
二

一
号
墓
楚
簡
は
す
べ
て
断
簡
で
、
文
字
が
記
さ
れ
て
い
た

の
は
人
八
枚
、
そ
の
う
ち
五
四
枚
は
文
字
が
不
鮮
明
で
解
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読
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
他
の
竹
簡
も
文
意
を
ほ
と

ん
ど
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
わ
ず
か
に
読
み
と
る

こ
と
の
で
き
る
内
容
か
ら
古
快
書
で
あ
る
と
さ
れ
、
三
四

号
簡
の

「季
子
女
訓
」
が
そ
の
篇
題
で
あ
ろ
う
と
い
う
。

四

一
一
号
墓
楚
簡
は

一
枚
が
完
全
、　
一
枚
は
残
欠
し
て
お

り
、
文
字
は
不
鮮
明
だ
と
い
う
。

馬
山
楚
簡

出

土

年

代
‥
一
九
入
二
年

出
　
土
　
地
‥
江
陵
県
馬
山
公
社
碑
廠

一
号
墓

内
容
と
枚
数
‥
遣
策

（
一
枚
）

参

考

文

献
‥
荊
州
地
区
博
物
館

「湖
北
江
陵
馬
山
碑
廠

一
号
墓
出
土
大

批
戦
国
時
期
絲
織
品
」
、
シ
浩

「江
陵
馬
碑

一
号
墓
所
見

葬
俗
述
略
」
（
い
ず
れ
も

Ｔ
一物
』
一
九
八
二
年
第
一
〇
期
）

解
　
　
　
説
‥
上
記
シ
浩
論
文
に
よ
る
と
、
竹
簡
は
竹
笥
の
上
に
く
く
り

つ
け
ら
れ
て
い
て
、
「□
以

一
撤
衣
見
於
君
」
（□
一
鰍
衣

を
以
て
君
に
見
ゆ
）
と
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
内
容
か

ら
す
る
と
遣
策
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
用
途
か
ら
す
る
と

竹
笥
の
内
容
を
記
し
た
祭
牌
と
考
え
る
方
が
適
切
か
も
し

れ
な
い
。

秦
家
嘴
楚
簡

出

土

年

代
‥
一
九
八
六
年
五
月
１

一
九
人
七
年
六
月

出
　
土
　
地
‥
江
陵
県
秦
家
嘴

一
号
墓
、　
三
二
号
墓
、
九
九
号
墓

内
容
と
枚
数
‥

一
号
墓
楚
簡

・
卜
笠
祭
祷
記
録

（七
枚
）、　
三
二
号
墓
楚

簡

・
卜
鉱
祭
祷
記
録

（
一
八
枚
）、
九
九
号
墓
楚
簡

・
卜
笠

祭
祷
記
録

・
遣
策

（
三
ハ枚
）

参

考

文

献
‥
荊
沙
鉄
路
考
古
隊

「江
陵
秦
家
咀
楚
墓
発
掘
簡
報
」
翁
江

漢
考
古
』
一
九
八
八
年
第
二
期
）

解
　
　
　
説
‥
一
九
人
六
年
二
月
か
ら

一
九
八
七
年
六
月
に
か
け
て
秦
家

嘴
墓
地
に
あ
る

一
〇
五
座
の
墓
葬
が
発
掘
さ
れ
、
そ
の
う

ち

一
号
墓
、　
三
二
号
墓
、
九
九
号
墓
の
三
座
か
ら
竹
簡
が

出
土
し
た
。
竹
簡
は
み
な
残
簡
で
あ
る
。　
一
号
墓
楚
簡
に

は
主
に

「祈
福
終
王
父
」
（福
を
王
父
に
祈
る
）
と
い
っ
た

祈
祷
の
文
が
、　
三
二
号
墓
楚
簡
に
は

「占
之
日
吉
」
（之

を
占
い
て
曰
く
、
士ｅ

な
ど
の
占
卜
の
内
容
が
、
九
九
号
墓

楚
簡
は

「貞
之
吉
無
咎
」
（之
を
貞
う
、
吉
、
咎
無
し
）
と

い
う
占
い
が
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
な
お
、
上
記
発
掘

簡
報
で
は

「秦
家
Ｌ
」
と
書

い
て
い
る
が
、
今
日
で
は

「秦
家
嘴
」
と
表
記
す
る
の
が

一
般
的
な
よ
う
で
あ
る
。

「嘴
」
は
俗
に

「咀
」
と
書
く
こ
と
も
あ
る
の
で
、
「秦

家
阻
」
と
い
う
の
は
俗
字
表
記
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
せ

よ
こ
の
地
名
は

「
シ
ン
カ
シ
」
と
読
む
。

包
山
楚
簡



出

土

年

代
‥
一
九
八
七
年

出
　
土
　
地
‥
荊
門
市
十
里
鋪
鎮
王
場
村
包
山
商

（包
山
二
号
墓
）

内
容
と
枚
数
‥
文
書

（
一
九
七
枚
）、
卜
笠
祭
祷
記
録

（五
四
枚
）、
遣
策

（二
六
枚
）、
唱
書

（竹
簡

一
枚
、
竹
贖
一
枚
）

参

考

文

献
‥
湖
北
省
荊
沙
鉄
路
考
古
隊
編

『包
山
楚
墓
』
（文
物
出
版
社
、

一
九
九

一
年
）、
湖
北
省
荊
沙
鉄
路
考
古
隊
編

『包
山
楚

簡
』
（文
物
出
版
社
、　
一
九
九
一
年
）

解
　
　
　
説
‥
文
書
簡
は
訴
訟
に
関
す
る
記
録
が
大
部
分
を
占
め
る
が
、

そ
れ
以
外
に
も
戸
籍
に
関
す
る
記
録
や
貸
金
に
関
す
る
記

録
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
。
発
掘
当
時
、
こ
れ
ら

一
群
の

竹
簡
の
上
に
は

「廷
碍

傘
心こ

と
記
さ
れ
た
竹
袋
牌

（四

四
〇
―
こ

が
置
か
れ
て
い
た
。
「廷
志
」
の

「廷
」
と
は

政
務
を
執
り
行
う
場
所
の
こ
と
、
ど
色

と
は
記
録
の
意
、

つ
ま
り

「廷
志
」
と
は
政
務
記
録
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
。

そ
う
す
る
と
、
「廷
志
」
は
こ
れ
ら
の
竹
簡
全
体
を
指
し

た
名
称
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
今
日

「文
書
類
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
竹
簡
群
は
当
時

「廷
志
」
と
呼
ば
れ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。
卜
笠
祭
祷
記
録
は
、
墓
主
で
あ
る
左
テ

印
舵
に
つ
い
て
の
占
い
。
祭
祀
の
記
録
で
あ
り
、　
一
年
間

宮
廷
に
出
入
り
し
王
に
仕
え
て
問
題
が
な
い
か
を
占
っ
た

歳
貞
、
印
舵
の
病
状
に
つ
い
て
占

っ
た
疾
病
貞
の
二
種
類

が
あ
従
。
遣
策
に
つ
い
て
は
、　
一
部
に
唱
書
が
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。

鶏
公
山
楚
簡

出

土

年

代
‥
一
九
九

一
年

出
　
土
　
地
‥
江
陵
県
鶏
公
山
四
人
号
墓

内
容
と
枚
数
‥
遣
策

参

考

文

献
‥
張
緒
球

「宜
責
公
路
仙
江
段
考
古
発
掘
工
作
取
得
重
大
収

穫
」
翁
江
漠
考
古
』
一
九
九
二
年
第
二
期
）

解
　
　
　
説
‥
一
九
九
〇
年
、
宜
黄
公
路
と
い
う
道
路
の
建
設
に
あ
た
り
、

荊
州
博
物
館
が

一
帯
の
考
古
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
調

査
地
域
の
一
つ
で
あ
る
鶏
公
山
墓
地
で
は

一
三
〇
〇
座
あ

ま
り
の
墓
葬
が
発
見
さ
れ
、
上
記
紹
介
文
が
作
成
さ
れ
た

一
九
九
二
年
六
月
時
点
で
は
九
四
四
座
の
発
掘
が
終
了
し
、

残
り
の
三
〇
〇
座
あ
ま
り
は
発
掘
中
で
あ
っ
た
と
い
う
。

そ
の
う
ち
四
人
号
墓
か
ら
竹
簡
が
出
土
し
、
内
容
は
遣
策

で
あ
る
と
い
う
が
、
詳
細
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

老
河
口
楚
簡

出

土

年

代
‥
一
九
九
二
年

出
　
土
　
地
‥
老
河
口
市

内
容
と
枚
数
‥
遣
策

解
　
　
　
説
‥
陳
振
裕
論
文
に

「
一
九
九
二
年
、
湖
北
省
老
河
国
市
の
二

9
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座
の
戦
国
墓
に
お
い
て
内
容
が
遣
策
で
あ
る
楚
簡
を

一
組

ず
つ
発
見
し
た
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
詳
し
い

内
容
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

江
陵
碑
瓦
廠
楚
簡

出

土

年

代
‥
一
九
九
二
年

出
　
土
　
地
‥
江
陵
県
碑
瓦
廠
三
七
〇
号
墓

内
容
と
枚
数
‥
文
書

全
ハ枚
）

参

考

文

献
…
陳
偉

「楚
国
第
二
批
司
法
簡
纂
議
」
翁
簡
吊
研
究
』
第
二
韓
、

広
西
教
育
出
版
社
、　
一
九
九
八
年

一
二
月
）、
膝
壬
生

。
黄
錫

全

「江
陵
樽
瓦
廠
Ｍ
３７０
楚
墓
竹
簡
」
翁
簡
鳥
研
究
二
〇
〇

証
、
広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
九
月
）

解
　
　
　
説
‥
こ
の
竹
簡
は
、
初
め
膝
壬
生

『楚
系
簡
畠
文
字
編
』
が
ト

笠
祭
祷
簡
と
し
て
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
上
記
陳
偉

論
文
が
際
書
の
引
用
し
て
い
る
用
例
を
も
と
に
竹
簡
の
文

章
を
復
元
し
、
そ
れ
が
司
法
関
係
文
書
で
あ
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
た
。
そ
の
後
、
上
記
除
壬
生

・
黄
錫
全
論
文
が

六
枚
す
べ
て
の
墓
本
を
公
開
し
て
い
る
。
な
お
、
全
六
枚

の
う
ち
二
枚
は
無
字
で
あ
る
。

曹
家
尚
楚
簡

出

土

年

代
‥
一
九
九
二
年

〓

一月
―

一
九
九
三
年
四
月

出
　
土
　
地
‥
黄
岡
市
曹
家
商
五
号
墓

内
容
と
枚
数
‥
遣
策

（七
枚
）

参

考

文

献
‥
黄
岡
市
博
物
館

。
黄
州
区
博
物
館

「湖
北
黄
岡
両
座
中
型

楚
墓
」
３
考
古
学
報
』
二
〇
〇
〇
年
第
二
期
、
二
〇
〇
〇
年
四

月
）

解
　
　
　
説
‥
竹
簡
は
、
上
記
発
掘
報
告
に
す
べ
て
の
図
版
と
釈
文
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
保
存
状
態
は
良
好
で
、
竹
簡
は
み
な
完

全
で
あ
る
。

郭
店
楚
簡

出

土

年

代
‥
一
九
九
三
年

出
　
土
　
地
‥
荊
門
市
沙
洋
区
四
方
郷
郭
店
村

（郭
店
一
号
墓
）

内
容
と
枚
数
…
典
籍

（人
〇
四
枚
）

参

考

文

献
‥
湖
北
省
荊
門
市
博
物
館

「荊
門
郭
店

一
号
楚
墓
」
全
文

物
』

一
九
九
七
年
第
七
期
）、
荊
門
市
博
物
館

『郭
店
楚
墓

竹
簡
』
（文
物
出
版
社
、　
一
九
九
八
年
）

解
　
　
　
説
‥
郭
店
楚
簡
は

一
般
に
道
家
系
著
作
と
儒
家
系
著
作
に
分
け

ら
れ
る
。
整
理
小
組
の
篇
別
に
よ
る
と
、
道
家
系
著
作
は

『老
子
甲
』
（三
九
枚
）、
『老
子
乙
』
盆

八
枚
）、
『老
子

丙
』
盆

四
枚
）、
『太

一
生
水
』
全

四
枚
）
の
四
篇
、
儒
家

系
者
作
は

『絹
衣
』
（四
七
枚
）、
『魯
穆
公
問
子
思
』
（八

枚
）、
『窮
達
以
時
』
盆

五
枚
）、
「五
行
』
（五
〇
枚
）、
『唐

虞
之
道
』
全
一九
枚
）、
『忠
信
之
道
』
（九
枚
）、
『成
之
聞



４

、

之
』
（四
〇
枚
）、
『尊
徳
義
』
（一一一九
枚
）、
『性
自
命
出
』

（六
七
枚
）、
『六
徳
』
（四
九
枚
）、
『語
叢

一
』
（
一
〓
一枚
）、

『語
叢
二
』
（五
四
枚
）、
「語
叢
三
』
（七
二
枚
）、
『語
叢

四
』
全
一七
枚
）
の
一
四
篤
が
あ
る
。
中
国
古
代
研
究
に
空

前
の
楚
簡
研
究
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
た
竹
簡
で
あ
る
。

屯
家
披
楚
簡

出

土

年

代
‥
一
九
九
三
年

出
　
土
　
地
‥
江
陵
県
竜
家
披
二
七
号
墓

内
容
と
枚
数
‥
内
容
不
明

（
一
枚
）

解
　
　
　
説
‥
除
壬
生

『楚
系
簡
鳥
文
字
編
』
に

「
一
九
九
三
年
、
湖
北

省
江
陵
県
疱
家
披
の
二
七
号
戦
国
楚
墓
よ
り
出
上
、
わ
ず

か

一
枚
の
竹
簡
の
み
、
未
発
表
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
の

み
で
、
詳
し
い
内
容
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

九
連
域
楚
簡

出

土

年

代
二

一〇
〇
二
年

出
　
土
　
地
‥
棗
陽
市
九
連
域
墓
地
二
号
墓

内
容
と
枚
数
‥
漆
絵

（
一
〇
〇
〇
余
枚
）

参

考

文

献
‥
劉
国
勝

「湖
北
棗
陽
九
連
数
楚
墓
獲
重
大
発
現
」
翁
江
漢

考
古
』
二
〇
〇
三
年
第
二
期
、
二
〇
〇
三
年
六
月
）、
湖
北
省

文
物
考
古
研
究
所

「湖
北
棗
陽
市
九
連
験
楚
墓
」
翁
考

古
』
二
〇
〇
三
年
第
七
期
）

解
　
　
　
説
‥
竹
簡
に
は
ま
っ
た
く
文
字
が
記
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

明
ら
か
な
編
連
の
あ
と
が
あ
り
、
そ
の
上
に
は
漆
で
書
か

れ
た
図
案
が
あ
る
と
い
う
。

（三
）
湖
南
省

１
、
五
里
牌
楚
簡

出

土

年

代
‥
一
九
五

一
年

一
〇
月
―

一
九
五
二
年
二
月

出
　
土
　
地
‥
長
沙
市
五
里
牌
四
〇
六
号
墓

内
容
と
枚
数
‥
遣
策

全
二
八
枚
）

参

考

文

献
‥
中
国
科
学
院
考
古
研
究
所

『長
沙
発
掘
報
告
』
（科
学
出
版

社
、
一
九
五
七
年
）、
商
承
辞

『戦
国
楚
竹
書
匹
編
』
（斉
魯

書
社
、　
一
九
九
五
年
）

解
　
　
　
説
‥
上
記
発
掘
報
告
に
よ
る
と
、
出
土
時
こ
の
竹
簡
は
三
人
枚

の
断
簡
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

『戦
国
楚
竹
書
匡
編
』
が

一
人
枚
に
復
元
し
て
い
る
。
た
だ
し

『戦
国
楚
竹
書
匡

編
』
は
そ
も
そ
も
は
三
七
枚
だ
っ
た
と
し
て
い
る
。

２
、
仰
天
湖
楚
簡

出

土

年

代
‥
一
九
五
三
年

出
　
土
　
地
‥
長
沙
市
仰
天
湖
二
五
号
墓

内
容
と
枚
数
‥
遣
策

（四
二
枚
）

参

考

文

献
‥

「長
沙
仰
天
湖
戦
国
墓
発
現
大
批
竹
簡
及
彩
絵
木
桶
、
睡

刻
花
版
」
翁
文
物
参
考
資
料
』

一
九
五
四
年
第
三
期
）、
史
樹

218



荊州地区出土戦国楚簡

3

青

『長
沙
仰
天
湖
出
土
楚
簡
研
究
』
（群
聯
出
版
社
、　
一
九

五
五
年
）、
湖
南
省
文
物
管
理
委
員
会

「長
沙
仰
天
湖
第

二
五
号
木
惇
墓
」
爺
考
古
学
報
』

一
九
五
七
年
第
二
期
、　
一

九
五
七
年
六
月
）、
『戦
国
楚
竹
書
匹
編
』
（同
上
）、
湖
南
省

悼
物
館

。
湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所

。
長
沙
市
博
物
館

・

長
沙
市
文
物
考
古
研
究
所

『長
沙
楚
墓
』
（文
物
出
版
社
、

二
〇
〇
〇
年
）

解

　

　

説
‥

「遣
策
」
と
い
う
語
を
定
着
さ
せ
た
楚
簡
で
あ
る

（後

述
）。
こ
の
竹
簡
は
、
出
土
年
代
が
早
か
っ
た
こ
と
に
加

え
、
出
土
し
た
二
年
後
に
史
樹
青
氏
が
す
べ
て
の
竹
簡
に

つ
い
て
考
証
を
施
し
た
研
究
を
発
表
し
た
こ
と
か
ら
、
そ

の
後
の
遣
策
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

楊
家
湾
楚
簡

出

土

年

代
‥
一
九
五
四
年

出
　
土
　
地
‥
長
沙
市
楊
家
湾
六
号
墓

内
容
と
枚
数
‥
内
容
不
明

（七
二
枚
）

参

考

文

献
‥
湖
南
省
文
物
管
理
委
員
会

「長
沙
楊
家
湾
Ｍ
００６
号
墓
清
理

簡
報
」
翁
文
物
参
考
資
料
』
一
九
五
四
年
第
一
二
期
）、
『戦
国

楚
竹
書
匹
編
』
（同
上
）、
『長
沙
楚
墓
』
（同
上
）

解
　
　
　
説
‥
出
土
し
た
全
七
二
枚
の
竹
簡
の
う
ち
、
文
字
が
記
さ
れ
て

い
た
の
は
五
〇
枚
、
文
字
が
鮮
明
な
も
の
は
三
七
枚
で
あ

っ
た
。
す
べ
て
簡
頭
に

一
宇
も
し
く
は
二
字
の
み
し
か
記

さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
意
味
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
ゆ
え

に
こ
の
簡
の
性
質
に
つ
い
て
は
現
時
点
で
は
明
ら
か
に
し

が
た
い
。
ま
た
陳
振
裕
氏
は

「当
初
は
戦
国
時
期
の
楚
簡

と
さ
れ
た
が
、
陶
薫
等
の
随
葬
器
物
の
分
析
か
ら
、
そ
の

年
代
は
前
漢
初
期
で
あ
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
竹
簡

が
楚
簡
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
異
論
が
あ
る
。

臨
澄
九
里
楚
簡

出

土

年

代
‥
一
九
人
〇
年

出
　
土
　
地
‥
臨
違
県
九
里

一
号
墓

内
容
と
枚
数
‥
遣
策

（
一
〇
〇
余
枚
？
数
十
枚
？
↓

参

考

文

献
‥
湖
南
省
文
物
局

「
一
九
七
九
年
以
来
湖
南
省
的
考
古
発

現
」
（文
物
編
集
委
員
会
編

『文
物
考
古
工
作
十
年
　
一
九
七
九

ｔ
一
九
八
九
』、
文
物
出
版
社
、　
一
九
九
一
年
）

解
　
　
　
説
‥
上
記
論
文
に
よ
る
と
墓
主
は
封
君
の
身
分
の
者
で
、
墓
葬

年
代
は
戦
国
中
期
だ
と
い
う
。
竹
簡
に
つ
い
て
は
遣
策
で

あ
る
と
し
か
述
べ
て
お
ら
ず
、
そ
の
枚
数
に
つ
い
て
李
逗

富

「楚
国
簡
吊
文
字
資
料
綜
述
」
は
百
余
枚
、
除
壬
生

『楚
系
簡
吊
文
字
編
』
は
数
十
枚
と
言
う
が
、
い
か
な
る

情
報
に
も
と
づ
く
も
の
か
は
不
明
。

常
徳
夕
陽
坂
楚
簡



出

土

年

代
‥
一
九
人
三
年

出
　
土
　
地
‥
常
徳
市
徳
山
夕
陽
披
二
号
墓

内
容
と
枚
数
‥
記
事

全
一枚
）

参

考

文

献
‥
楊
啓
乾

「常
徳
市
徳
山
夕
陽
披
二
号
楚
墓
竹
簡
初
探
」

令
楚
史
与
楚
文
化
』、
求
索
雑
誌
社
、　
一
九
八
七
年
）、
劉
彬

徽

「常
徳
夕
陽
披
楚
簡
考
釈
」
（劉
彬
徹

『早
期
文
明
与
楚

文
化
研
究
』、
岳
麓
書
社
、
二
〇
〇
一
年
）、
何
琳
儀

「舒
方

新
証
」
翁
古
籍
研
究
』
二
〇
〇
〇
年
第
一
期
）

解
　
　
　
説
‥
常
徳
市
徳
山
夕
陽
披
二
号
墓
は
発
掘
簡
報
が
発
表
さ
れ
て

お
ら
ず
、
竹
簡
に
つ
い
て
は
劉
彬
徽
論
文
に
墓
本
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
に
と
ど
ま
る
。
し
か
し
二
〇
〇
四
年
九
月
―

一
〇
月
に
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た

「湖
南
省

出
土
古
代
文
物
展
　
古
代
中
国
の
文
字
と
至
宝
」
に
お
い

て
本
竹
簡
の
実
物
が
展
示
さ
れ
、
そ
の
図
録
に
鮮
明
な
カ

ラ
ー
図
版
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
文
章
の
解
釈
に
つ
い
て

は
未
解
明
な
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
楚
王
の
命
に
も
と
づ
き

賜
予
を
行

っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

慈
利
石
板
村
楚
簡

出

土

年

代
‥
一
九
人
七
年

出
　
土
　
地
‥
慈
利
県
石
板
村
三
六
号
墓

内
容
と
枚
数
‥
典
籍

（約
一
〇
〇
〇
枚
）

参

考

文

献
‥

「湖
南
慈
利
石
板
村
３６
号
戦
国
墓
発
掘
簡
報
」
亀
文
物
』

一
九
九
〇
年
第

一
〇
期
）、
「湖
南
慈
利
石
板
村
戦
国
墓
」

令
考
古
学
報
』

一
九
九
五
年
第
二
期
）、
張
春
龍

「慈
利
楚

簡
概
述
」
（文
蘭
・
那
文
編

『新
出
簡
吊
研
究
』、
文
物
出
版
社
、

二
〇
〇
四
年
）

解
　
　
　
説
‥
竹
簡
は
す
べ
て
断
簡
で
、
全
部
で
四
三
七

一
枚
出
上
し
た

が
、
発
掘
簡
報
の
推
定
に
よ
る
と
そ
も
そ
も
の
竹
簡
の
長

さ
は
約
四
五
伽
、
数
量
は
約

一
〇
〇
〇
枚
、
総
字
数
二

一

〇
〇
〇
余
字
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
そ
し
て
そ
の
う
ち
約
四

〇
％
の
文
字
が
は
っ
き
り
読
む
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
。

そ
の
内
容
は
二
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
、
第

一
類
は

『国
語
』
呉
語

・

『逸
周
書
』
大
武
篇
な
ど
、
通
行
文
献

と
対
照
で
き
る
も
の
、
第
二
類
は

『管
子
』

・

『寧
越

子
』
な
ど
の
快
文
ま
た
は
古
快
書
で
あ
る
。

里
耶
楚
簡

出

土

年

代
生

一〇
〇
二
年

出
　
土
　
地
‥
湘
西
土
家
族
苗
族
自
治
州
龍
山
県
里
耶
鎮
秦
代
古
城

一
号

井

内
容
と
枚
数
…
内
容
不
明

（極
め
て
少
量
）

参

考

文

献
‥
湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所

。
湘
西
土
家
族
苗
族
自
治
州
文

物
処

。
龍
山
県
文
物
管
理
所

「湖
南
龍
山
里
耶
戦
国
―
秦



荊州地区出土戦国楚簡

代
古
城

一
号
井
発
掘
簡
報
」
３
文
物
』
二
〇
Ｑ
二
年
第

一

期
）、
湖
南
省
文
物
考
古
研
究
所

「湖
南
龍
山
県
里
耶
戦

国
秦
漢
城
址
及
秦
代
簡
煩
」
翁
考
古
』
二
〇
〇
三
年
第
七

期
）

解
　
　
　
説
‥
全
部
で
三
六
〇
〇
〇
枚
出
土
し
た
と
い
う
簡
贖
の
う
ち
、

ご
く
少
量
が
楚
簡
で
、
あ
と
の
す
べ
て
が
秦
簡
で
あ
る
。

上
記
発
掘
簡
報
所
載
の
図
版
の
中
に
は

一
枚
だ
け
楚
簡
が

含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は

「布
四
敦
」
と
記
さ
れ
て

い
る
。

（四
）
出
土
地
不
明

１
、
上
海
博
物
館
蔵
楚
簡

内
容
と
枚
数
‥
典
籍

（約
一
一
一〇
〇
枚
）

参

考

文

献
…
陳
松
長
編
著

『香
港
中
文
大
学
文
物
館
蔵
簡
蹟
』
（香
港

中
文
大
学
文
物
館
、
二
〇
〇
一
年
）、
馬
承
源
主
編

『上
海
博

物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
盆

）
（上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇

一
年
）、
馬
承
源
主
編

『上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』

全
じ

（上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）、
馬
承
源
主
編

『上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
奮
一
（上
海
古
籍
出
版
社
、

二
〇
Ｑ
一一年
）、
馬
承
源
主
編

『上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹

書
』
（四
）
（上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）

解
　
　
　
説
‥
上
海
博
物
館
蔵
楚
簡
は
、
呑
港
の
骨
童
市
場
で
売
り
に
出

さ
れ
た
盗
掘
楚
簡
で
あ
り
、
そ
の
出
土
状
況
に
つ
い
て
は

（
５
）

明
ら
か
で
は
な
い
。
竹
簡
の
内
容
は
、
二
Ｏ
Ｏ
Ｏ
年
九
月

六
日
の

『文
睡
報
』
の
記
事

「上
海
戦
国
竹
簡
渉
及
古
籍

８．
種
」
に
よ
る
と
、
整
理
の
結
果
人

一
種
の
古
籍
に
分
け

ら
れ
る
と
い
う
。
そ
こ
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
書
名
は

『易
経
』
、
『詩
論
』
、
『結
衣
』
、
『魯
邦
大
早
』
、
『孔
子
閑

居
』
、
『楽
書
』
、
『性
情
論
』
、
『顔
淵
』
、
『曾
子
立
孝
』
、

『夫
子
答
史
留
問
』
、
『賦
』
、
『子
路
』
、
『恒
先
』
、
『四
帝

二
王
』
、
冒
［
沫
之
陳
』
、
『武
王
践
昨
』
、
『曾
子
』
、
『シ

祖
』
、
『楽
礼
』
の
一
九
種
で
あ
る
。
そ
し
て

『上
海
博
物

館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
盆

）
―

（四
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る

の
は
、

『孔
子
詩
論
』
、

『縄
衣
』
、

『性
情
論
』
吸

上

盆

）
所
収
）
、
『民
之
父
母
』
、
『子
業
』
、
『魯
邦
大
早
』
、

『従
政
』
、
『昔
者
君
老
』
、
「容
成
氏
』
（以
上

全
じ

所

収
）
、

『易
経
』
、

『仲
弓
』
、

『恒
先
』
、

『彰
祖
』
徴

上

Ｏ
じ
所
収
）
、
『条
風
曲
目
』
、
『逸
詩
』
、
『昭
王
毀
室

昭
王
与
業
之
眸
』
、
『東
大
王
泊
早
』
、
『内
豊
』
、
『相
邦
之

道
』
、
冒
［沫
之
陳
』
（以
上

（四
）
所
収
）
の
二
〇
種
、
四

五
五
枚
で
あ
る
。

本
竹
簡
は
、
上
海
博
物
館

（上
博
）
が
購
入
す
る
前
に
呑

港
中
文
大
学
の
饒
宗
順
氏
が
そ
の
一
部
を
購
入
し
て
い
る



（
７
）

事
実
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
図
版
は
上
記

『香
港
中
文

大
学
文
物
館
蔵
簡
蹟
』
に
お
い
て
公
開
さ
れ
て
お
り
、
全

部
で

一
〇
枚
あ
る
。
そ
の
う
ち
①
の

『縄
衣
』
は
上
博
簡

『絡
衣
』
九
号
簡
、
②
の

『周
易
』
は
上
博
簡

『周
易
』

三
二
号
簡
、
③
は
上
博
簡

『子
業
』

一
二
号
簡
と
つ
な
が

（８
）

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

一
一　
楚
街

の
内
容

こ
れ
ま
で
出
土
し
た
楚
簡
の
内
容
は
、
主
に
遣
策
と
唱
書
、
卜
笠
祭
祷
記
録
、

日
書
、
文
書
、
典
籍
の
五
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
一
）
遣
策
と
唱
書

遣
策
と
は
、
随
葬
品
の
リ
ス
ト
で
あ
る
。
そ
の
呼
称
は

『儀
礼
』
既
夕
礼
の

次
の
一
文
に
由
来
す
る
。

書
唱
於
方
、
若
九
、
若
七
、
若
五

（鄭
注
‥
方
、
板
也
。
書
昭
隻
障
贈
之
人

名
典
其
物
於
板
。
毎
板
若
九
行
、
若
七
行
、
若
五
行
）。
書
遣
沿
策

（鄭
注
‥
策
、

簡
也
。
遣
、
猶
送
也
）。

こ
れ
は
唱
と
遣
の
記
録
の
仕
方
を
述
べ
た

一
文
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
旧
は
方

（板
）
に
九
行
、
七
行
、
五
行
で
記
し
、
遣
は
策

（簡
）
に
記
す
。
「唱
」
に
つ

い
て
は
、
『儀
礼
』
既
夕
礼

「公
唱
、
玄
標
束
、
馬
雨
」
条
の
鄭
注
に

「唱
所

以
助
主
人
送
葬
也
」
（唱
は
主
人
の
葬
を
送
る
を
助
く
る
所
以
な
り
）
と
あ
る
。
つ

ま
り

「旧
」
と
は
葬
礼
参
加
者
か
ら
喪
主
へ
の
贈
り
物
で
、
随
葬
品
の
た
し
に

す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て

「遣
」
と
は
死
者

（墓
主
）
に
随
葬
す
る

も
の
で
あ
る
。

遣
策
と
い
う
呼
称
は
、
そ
れ
が
出
土
し
は
じ
め
た

一
九
五
〇
年
代
か
ら
使
用

さ
れ
、
楚
簡
研
究
の
初
期
か
ら
広
く
浸
透
し
て
い
た
。
そ
れ
に
対
し
て
唱
書
と

い
う
呼
称
は
包
山
楚
簡
に
始
ま
る
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
が
李
家
浩
氏

の
研
究
で
あ
る
。
李
氏
は
包
山
楚
簡
遣
策
の
う
ち
二
六
七
十
二
七
七
号
簡
の
竹

簡
の
編
連
に
つ
い
て
調
整
を
行
い
、
二
六
七
号
簡
十
二
六
人
号
簡
十
二
七
二
号

簡
、
二
七

一
号
簡
十
二
七
六
号
簡
十
二
六
九
号
簡
十
二
七
〇
号
簡
と
並
べ
か
え

た
。
そ
し
て
こ
の
調
整
に
よ
り
、
正
車
に
関
す
る
記
述
が
竹
贖
の
記
述
と
ほ
と

ん
ど
同
じ
に
な
る
こ
と
を
指
摘
し
た
の
で
あ
る

（次
頁
参
昭
Ｃ
。
さ
ら
に
李
氏
は
、

こ
れ
ら
の
記
載
を
南
室
の
随
葬
物
と

一
つ
一
つ
対
照
し
て
、
竹
蹟
に
記
載
さ
れ

て
い
る
器
物
が
実
際
に
は
埋
葬
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

こ
こ
か
ら
さ
ら
に
論
を
進
め
た
の
が
陳
偉
氏
で
、
こ
の
竹
贖
は

『儀
礼
』
既

夕
礼
の

「唱
方
」
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
そ
し
て
ほ
ぼ
同
じ
内

容
を
記
し
た
竹
簡
と
竹
憤
の
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
、
「治
喪
時
の
贈
り
物
は

随
葬
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
。
つ
ま
り
随
葬
物
を
記
録
し
た
遣
策
に
も
現
れ

う
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
記
載
は
た
だ
角
度
が
異
な
る
だ
け
で
、
内
容
は
た
が
い
に

一
致
す
る
」
と
説
明
し
赳
。
こ
の
指
摘
は
非
常
に
重
要
な
も
の
で
、
こ
こ
に
い

た
っ
て
我
々
は
遣
策
と
娼
方
の
相
違
を
実
物
を
も
っ
て
明
確
に
認
識
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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包
山
楚
簡
遣
策
と
唱
書

※
①
が
李
家
浩
氏
の
説
に
従
っ
て
竹
簡
を
排
列
し
な
お
し
た
も
の
。
②
が
竹
贖
。
「正
車
」
以
下
の
記
述
が
ほ
と
ん
ど
重
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

な
お
、
組
版
の
都
合
上
、
釈
文
に
や
や
不
正
確
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。

①

一
鞣
正
車
…
靱
牛
之
草
薙
、
維
絹
之
純
。
多
筆
、
絨
経
、
殺
純
。
紫
稜
、
紛
約
。
紫
現

・
狭
。
舒
醸
之
教
鞍
。
紫
紳
、
細
綽
。
紫
緒
。
虎
長
。

馬
之
国
面
。

臼
髭
。
紫
拝
。
霊
光
之
童
。
錘
光
結
帖
。
二
馬
之
鋭
。
四
馬
之
首
遺
。
櫂
検
。
白
金
之
鉄
、
赤
金
之
鍾
。
紋
組
之
錦
之
鉄
。
魏
韓
。

其
上
載
‥
綜
響
、　
一
百
笏
四
十
笏
肇
之
首
。
整
中
干
、
綜
縞
七
客
。
車
教
、
識
羽

一
習
、
其
器
、
丸
五
審
。
鉄
、
三
習
。　
一
挫
、
冒
整
之
首
。

和
扇
岸
、
首
軸
、
緑

組
之
翻
。
酢

・
右
二
貞
靱
岸
、
皆
首
軸
、
紫
翻
。　
一
敗
敬
。　
一
練
絨
之
絡
。　
一
敗
桁
。　
一
饒
、
緩
組
之
綾
。
二
雪
教
、
霊
光
之
綾
。

②
大
司
馬
郭
愕
救
郡
之
歳
享
月
丙
戊
之
日
、
餘
寅
受

一
幹
正
車
‥
靱
牛
之
草
軽
、
継
絹
之
純
。
其
移
紛
、
秋
之
績
、
綬
純
。
紫
稜
、
紛
約
。
紫
現

。

軟
。
紆
鞘
之
韓
軒
。
（第
一
行
）
紫
紳
。
紫
鞘
。
虎
長
。
櫂
較
。
白
金
大
、
赤
金
之
鍾
。
縦
組
錦
之
大
、
楚
紳
。
其
上
載
‥
旅
害
、
百
條
四
十
使
肇

之
首
。
整
中
干
、
旅
縞
七
習
。
車
支
、
識
羽

一
審
、
（第
二
行
）
其
需
、
症
五
習
。
鉄
、
三
習
。　
一
挫
、
縁
蜜
頁
。　
一
和
扇
岸
、
首
軸
、
緑
組
之
膝
。

酢

・
右
二
貞
鞠
淳
、
皆
首
軸
、
紫
際
。
四
馬
略
面
。
播
芋
結
項
。
告
維
。
純
紋
。　
一
周
□
。
級
秋
之
絡
。　
一
綱
複
。
（第
三
行
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
蹟

一
正

一
□
、
紳
組
綾
。
番
手
之
童
。　
一
紛
車
之
上
□
皆

府
執
事
人
□
不
専
□
之
□
。
　

贋

一
反

三
七

一

二
七
六

二
六
九

二
七
〇



な
お
、
『儀
礼
』
既
夕
礼
に
よ
る
と

「唱
を
方
に
書
す
」
と
あ
り
、
こ
れ
に

よ
れ
ば
唱
に
関
す
る
記
録
は

「唱
方
」
と
呼
ぶ
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
こ
の
竹
贖
は
そ
の
形
が
き
わ
め
て
特
殊
で
、
積
と
は
い
っ
て
も

一
般
の

贖
と
は
形
態
を
異
に
し
て
い
る
。
し
か
も
包
山
楚
簡
に
は
も
う

一
つ
唱
に
関
す

る
記
録
が
あ
り

（一
一七
七
号
簡
）、
こ
れ
は
竹
簡
に
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
贈

に
関
す
る
記
録
は
必
ず
し
も

「方
」
に
書
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ゆ
え

に
こ
の
種
の
記
録
は

「唱
書
」
と
呼
ぶ
の
が
穏
当
だ
と
陳
氏
は
論
じ
て
お
り
、

今
日
の
学
界
で
は
そ
の
説
に
従

っ
て
い
る
。

以
上
の
議
論
を
も
と
に
今
日
遣
策
と
さ
れ
て
い
る
楚
簡
を
改
め
て
遣
策
と
娼

書
に
分
け
て
整
理
す
る
と
、
遣
策
は
信
陽
楚
簡
、
望
山
二
号
墓
楚
簡
、
膝
店
楚

簡
、
天
星
観
楚
簡
、
曾
侯
乙
墓
竹
簡
、
馬
山
楚
簡
、
秦
家
嘴
九
九
号
墓
楚
簡
、

包
山
楚
簡
、
鶏
公
山
楚
簡
、
老
河
口
楚
簡
、
曹
家
尚
楚
簡
、
五
里
牌
楚
街
、
仰

天
湖
そ
簡
、
臨
澄
九
里
楚
簡
の
一
四
種
が
出
土
し
て
お
り
、
唱
書
は
新
慕
楚
簡
、

天
星
観
楚
簡
、
曾
侯
乙
墓
竹
簡
、
包
山
楚
簡
の
四
種
が
出
土
し
て
い
る
。

遣
策

・
唱
書
は
喪
葬
制
度
を
研
究
す
る
上
で
非
常
に
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

ま
た
そ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
器
物
名
を
実
際
に
出
土
し
た
随
葬
品
と
対
比
す
る

こ
と
に
よ
つ
て
器
物
の
名
称
に
つ
い
て
考
証
す
る
こ
と
が
で
き
、
考
古
学
と
文

字
学
の
分
野
に
お
い
て
特
に
注
目
さ
れ
る
。

（
三
）
卜
笠
祭
祷
記
録

墓
主
の
た
め
に
行

っ
た
卜
笠
と
祭
祀
に
つ
い
て
の
記
録
。
こ
れ
ま
で
に
新
茶

楚
簡
、
望
山

一
号
墓
楚
簡
、
天
星
観
楚
簡
、
秦
家
嘴

一
号
墓

。
一
三
号
墓

・
九

一
九
号
墓
竹
簡
、
包
山
楚
簡
の
七
種
が
出
土
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
図
版

。
釈

文
が
す
べ
て
発
表
さ
れ
て
い
る
の
は
新
茶
楚
簡
、
望
山

一
号
墓
楚
簡
、
包
山
楚

簡
の
三
種
で
あ
る
。
そ
の
中
で
包
山
楚
簡
が
最
も
保
存
状
態
が
よ
く
、
そ
の
全

体
像
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
包
山
楚
簡
研
究
を
通
じ
て
得
ら
れ

た
結
論
は
他
の
卜
笠
祭
祷
記
録
に
も
ほ
ぼ
あ
て
は
ま
る
。
ゆ
え
に
包
山
楚
簡
は

卜
笠
祭
祷
記
録
を
研
究
す
る
た
め
の
最
も
基
本
的
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
以

下
、
包
山
楚
簡
を
も
と
に
卜
笠
祭
祷
記
録
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
す
る
。

卜
笠
祭
祷
記
録
は
、
前
述
の
と
お
り
、
歳
貞
と
疾
病
貞
に
分
け
ら
れ
る
。
歳

貞
と
は
そ
の
年

一
年
の
吉
凶
を
占
う
も
の
で
、
「宮
廷
に
出
入
り
し
て
王
に
仕

え
、
こ
の
一
年
間
、
わ
が
身
に
咎
が
あ
り
ま
せ
ん
よ
う
に
」
と
占
う
。
歳
貞
は

楚
の
年
度
初
め
の
月
と
さ
れ
る
刑
夷
の
月

（楚
暦
の
四
月
）
に
行
わ
れ
る
の
が

一
般
的
で
、
そ
の
形
式
は
極
め
て
定
型
的
で
あ
る
。
疾
病
貞
と
は
墓
主
の
病
状

を
占
う
も
の
で
、
例
え
ば

「心
腹
が
病
気
に
な
り
、
息
が
む
せ
、
食
事
が
喉
を

と
お
ら
ず
、
い
つ
ま
で
た
つ
て
も
治
り
ま
せ
ん
。
早
く
治

っ
て
何
事
も
あ
り
ま

せ
ん
よ
う
に
」
な
ど
と
占
う
。
疾
病
貞
は
病
状
に
あ
わ
せ
て
行
う
も
の
だ
か
ら
、

不
定
期
に
実
施
さ
れ
、
文
章
の
内
容
も

一
定
し
て
い
な
い
。
以
上
の
占
う
事
項

を
述
べ
る
こ
と
を
貞
間
と
い
う
。
貞
間
の
あ
と
笠
竹
や
亀
な
ど
の
卜
笠
の
道
具

を
使

っ
て
占
い
が
行
わ
れ
、
占
断
が
下
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
わ
ざ
わ
い
や
た

た
り
の
あ
る
こ
と
が
告
げ
ら
れ
、
そ
れ
を
祭
祀
に
よ
っ
て
祓
除
す
る
こ
と
を
述

べ
る
。
そ
し
て
最
後
に
祭
祀
の
方
法
を
占
い
に
よ
っ
て
決
定
す
る
。

卜
笠
祭
祷
記
録
は
お
お
よ
そ
以
上
の
プ
ロ
セ
ス
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。



た
だ
し
卜
笠
祭
祷
記
録
の
内
容
は
そ
れ
だ
け
に
限
ら
ず
、
た
と
え
ば
新
茶
楚
簡

に
は
そ
れ
と
は
異
な
る
祭
祀
の
記
録
も
あ
り
、
今
後
も
様
々
な
形
式
の
卜
笠
祭

祷
記
録
が
発
見
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

遣
策

。
日
書

・
文
書

・
典
籍
は
秦
簡
や
漢
簡
で
も
数
多
く
出
土
し
て
い
る
が
、

卜
笠
祭
祷
記
録
は
楚
簡
し
か
出
土
し
て
い
な
い
。
ま
た
祭
祀
の
汁
象
に
な
っ
て

い
る
神
々
や
祖
先
に
は
楚
人
の
世
界
観
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
楚
人
の
習
俗
を

知
る
こ
と
の
で
き
る
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

（三
）
日
書

日
の
吉
凶
を
占
う
様
々
な
方
法
を
記
し
た
占
書
の
こ
と
。
秦
簡
や
漠
簡
の
日

書
は
こ
れ
ま
で
に
多
く
出
土
し
て
い
る
が
、
楚
簡
で
は
九
店
楚
簡
し
か
出
土
し

て
い
な
い
。
た
だ
九
店
楚
簡
日
書
の
中
に
は
建
除
な
ど
睡
虎
地
秦
簡

・
放
馬
灘

秦
街
の
日
書
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
占
い
も
含
ま
れ
て
い
る
。

日
書
に
は
様
々
な
占
い
の
方
法
が
含
ま
れ
て
お
り
、
当
時
の
占
い
に
つ
い
て

多
角
的
に
考
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
秦
簡

・
漠
簡
に
も
多
く
出
土
し
て

い
る
こ
と
か
ら
戦
国
時
代

・
秦
代

。
漢
代
と
い
う
時
代
間
の
比
較
も
で
き
る
。

中
国
古
代
の
占
い
に
つ
い
て
研
究
す
る
際
に
は
最
も
基
本
と
な
る
資
料
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

（四
）
文
書

統
治
関
係
の
文
書
の
こ
と
。
こ
れ
ま
で
包
山
楚
簡
、
江
陵
碑
瓦
廠
楚
簡
の
二

種
し
か
出
土
し
て
お
ら
ず
、
江
陵
碑
瓦
廠
楚
簡
は
枚
数
が
少
な
い
た
め
、
こ
れ

ま
で
も

っ
ぱ
ら
包
山
楚
簡
を
用
い
て
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
。

包
山
楚
簡
文
書
簡
の
内
容
は
多
種
多
様
で
、
こ
こ
で
逐

一
紹
介
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
個
々
の
条
件
に
関
す
る
雑
多
な
文
書
の
ほ
か
、
例
え
ば
命
令
内
容

と
そ
の
執
行
期
日
を
記
録
し
た

『受
期
』
（官
吏
が
期
日
の
指
定
を
受
け
る
と
で
つ

意
味
）、
訴
訟
の
紛
争
内
容
と
そ
の
初
期
処
理
に
つ
い
て
要
約
し
た

『疋
獄
』
、

左
夕
が
い
つ
誰
に
ど
の
訴
え
の
処
理
を
命
じ
た
か
を
記
録
し
た

『所
証
』
な
ど

が
あ
る
。

文
書
簡
は
楚
国
の
官
制
、
戸
籍
制
度
、
訴
訟
制
度
な
ど
、
楚
国
の
社
会

・
国

家
を
研
究
す
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
非
常
に
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

（五
）
典
籍

こ
れ
ま
で
信
陽
楚
簡
、
九
店
楚
簡
、
郭
店
楚
簡
、
慈
利
楚
簡
、
上
海
博
物
館

蔵
楚
簡
の
五
種
が
あ
る
。
信
陽
楚
簡
、
九
店
楚
簡
は
保
存
状
態
が
極
め
て
悪
く
、

あ
ま
り
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
保
存
状
態
の
よ
い
郭
店
楚
簡
が
す
べ
て
公
開

さ
れ
た
の
を
機
に
研
究
者
に
広
く
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
通
行
文
献
と

対
照
可
能
な
文
献
も
、
こ
れ
ま
で
存
在
の
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
快
書
も
あ
る
。

典
籍
簡
の
出
土
は
中
国
古
代
思
想
研
究
に
全
面
的
な
再
検
討
を
促
す
ほ
ど
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
ま
た
通
行
文
献
と
対
照
可
能
な
資
料
が
出
土
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
楚
文
字
の
解
読
が
急
速
に
進
み
、
文
字
学
に
も
多
大
な
影
響

を
与
え
て
い
る
。
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〓
一　
楚
簡

の
整
理

・
研
究
状
況

（
一
）
楚
簡
の
整
理
状
況

第

一
節
で
紹
介
し
た
と
お
り
、
今
日
出
土
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
楚
簡
は
河
南

省
二
種
、
湖
北
省

一
五
種
、
湖
南
省
七
種
、
出
土
地
不
明

一
種
の
全
二
三
種
で

あ
る
。
そ
の
う
ち
湖
北
省
江
陵
県

（荊
州
市
に
あ
る
）
出
土
の
楚
簡
が
九
種
、

そ
れ
に
荊
門
市
出
土
の
伍
山
楚
簡

・
郭
店
楚
簡
を
加
え
る
と
全
体
の
約
半
分
を

占
め
る
。
荊
州
市

，
荊
門
市
は
南
北
に
隣
接
す
る
市
で
、
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
荊

州
地
区
に
あ
た
る
わ
け
だ
が
、
荊
州
市
に
は
楚
の
首
都
で
あ
っ
た
紀
南
城
が
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
紀
南
城
を
取
り
巻
く
よ
う
に
楚
人
の
墓
地
が
密
集
し
て
い
る
。

近
年
こ
の
地
域
で
の
道
路
や
鉄
道
の
敷
設
が
進
み
、
そ
の
関
係
で
楚
墓
の
調
査

が
数
多
く
な
さ
れ
て
い
る
。
荊
州
地
区
で
重
要
な
楚
簡
の
出
土
が
相
次
い
で
い

る
の
は
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
。

現
在
す
べ
て
の
竹
簡
の
図
版

・
釈
文
が
公
開
さ
れ
て
い
る
の
は
信
陽
楚
簡
、

新
茶
楚
簡
、
望
山
楚
簡
、
曾
侯
乙
墓
竹
簡
、
九
店
楚
簡
、
包
山
楚
簡
、
曹
家
尚

楚
簡
、
郭
店
楚
簡
、
五
里
牌
楚
簡
、
仰
天
湖
楚
簡
、
楊
家
湾
楚
簡
、
常
徳
夕
陽

披
楚
簡
の
計

一
二
種
で
あ
る
。
湖
北
省

・
湖
南
省
で
は
楚
簡
の
み
な
ら
ず
、
秦

簡

・
漢
簡
な
ど
後
代
の
簡
積
も
相
次
い
で
大
量
に
出
上
し
て
お
り
、
そ
の
整
理

が
追
い
つ
い
て
い
な
い
と
い
う
の
が
現
状
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
か
出
土

し
て
か
ら
か
な
り
の
年
月
が
た
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
公
開
さ
れ
て
い

な
い
資
料
が
数
多
く
あ
る
。
例
え
ば
天
星
観
楚
簡
と
慈
利
楚
簡
は
そ
の
内
容
と

量
か
ら
し
て
今
後
の
そ
簡
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、

早
く
か
ら
多
く
の
研
究
者
が
そ
の
公
開
を
期
待
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

い
ま
だ
全
面
的
な
公
開
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

（二
）
楚
簡
研
究
の
全
体
的
推
移

こ
れ
ま
で
発
表
さ
れ
た
楚
簡
は
ほ
と
ん
ど
が
遣
策
で
あ
り
、
か
つ
保
存
状
態

も
悪
く
、
文
字
も
不
鮮
明
な
部
分
が
多
か
っ
た
。
そ
の
上
、
楚
文
字
は
古
文
字

中
で
も
難
解
と
さ
れ
、
釈
文
に
異
説
が
多
く
、
そ
の
研
究
は

一
九
九
〇
年
代
に

入
る
ま
で
さ
ほ
ど
進
展
し
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
包
山
楚
簡
は
竹
簡
の

保
存
状
態
が
極
め
て
良
く
、
文
字
が
か
な
り
鮮
明
に
見
え
る
。
し
か
も
遣
策
や

卜
笠
祭
祷
記
録
に
加
え
て
初
め
て
法
律
関
係
文
書
が
出
土
、
内
容
の
豊
富
さ
に

加
え
て
竹
簡
の
枚
数
も
多
く
、　
一
九
九

一
年
に
正
式
報
告
書
で
あ
る

『包
山
楚

墓
』
が
発
表
さ
れ
た
当
初
か
ら
多
く
の
学
者
の
注
目
を
浴
び
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
楚
文
字
の
解
読
、
楚
簡
研
究
は
大
き
な
進
展
を
見
せ
た
。

そ
し
て
一
九
九
三
年
に
出
土
し
た
郭
店
楚
簡
は
、　
一
九
九
八
年
に
す
べ
て
の

図
版
が
釈
文
と
と
も
に
発
表
さ
れ
る
と
、
楚
簡
研
究
に
か
つ
て
な
い
活
況
を
も

た
ら
し
た
。
郭
店
楚
簡
だ
け
を
扱

っ
た
学
会
が
開
か
れ
た
り
、
郭
店
楚
簡
の
特

集
を
組
ん
だ
雑
誌
が
多
く
公
刊
さ
れ
る
な
ど
（理
、
郭
店
楚
簡
は
世
界
中
の
研
究

者
の
注
目
を
集
め
た
。
そ
れ
は
従
来
の
楚
簡
研
究
か
ら
す
れ
ば
考
え
ら
れ
な
い

規
模
と
影
響
力
を
有
し
て
い
る
。
郭
店
楚
簡
が
こ
れ
ま
で
の
楚
簡
と
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
の
は
竹
簡
の
内
容
が
典
籍
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
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ら
の
大
半
が
儒
家
系
文
献
と
道
家
系
文
献
で
あ

っ
た
た
め
、
文
字
学
者
だ
け
で

な
く
、
多
く
の
思
想
研
究
者
か
ら
も
注
目
を
浴
び
た
。
ま
た
郭
店
楚
簡
の
中
に

は

『老
子
』
や

『礼
記
』
絡
衣
篇
と
同
じ
内
容
の
文
献
が
あ
る
ほ
か
、
通
行
文

献
と
よ
く
似
た
語
句

・
文
章
が
随
所
に
見
ら
れ
、
通
行
文
献
と
対
照
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
う
し
た
通
行
文
献
と
対
照
可
能
な
楚
文
字
の
文
献
が
出
上
し
た

こ
と
に
よ
り
、
楚
文
字
の
解
読
は
急
速
に
進
展
し
た
。
こ
の
郭
店
楚
簡
の
公
表

を
機
に
楚
簡
研
究
は
古
代
中
国
研
究
に
お
い
て
最
も
重
要
な
分
野
の
一
つ
に
ま

で
成
長
し
た
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

上
海
博
物
館
蔵
楚
簡

（上
博
楚
簡
）
は
こ
う
し
た
楚
簡
ブ
ー
ム
の
流
れ
の
中

に
あ
っ
て
公
表
さ
れ
た
楚
簡
で
あ
る
。
上
博
楚
簡
も
ま
た
典
籍
簡
ば
か
り
で
あ

り
、
二
〇
〇
二
年
よ
り
毎
年

一
冊
の
ペ
ー
ス
で
少
し
ず
つ
内
容
を
公
開
し
て
い

る
。
図
版
が
公
表
さ
れ
る
た
び
に
二
、
三
ヶ
月
の
う
ち
に
数
十
本
の
論
文
が
発

表
さ
（腿
、
す
で
に
専
門
の
論
文
集
も
二
冊
出
版
さ
れ
て
い
誕
。
郭
店
楚
簡

・
上

博
楚
簡
の
公
開
を
経
て
、
楚
簡
研
究
は
加
速
度
的
に
発
展
し
つ
つ
あ
る
と
言
え

ｒ（
うヽノ。
以
下
、
中
国
と
日
本
に
分
け
て
研
究
状
況
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
す
る
が
、

こ
こ
で
は
個
別
の
楚
簡
の
研
究
に
つ
い
て
逐

一
紹
介
す
る
余
裕
が
な
い
。
包
山

楚
簡
に
つ
い
て
は
陳
偉

『包
山
楚
簡
初
探
』
の

「参
考
文
献
」
と
劉
信
芳

『包

山
楚
簡
解
詰
』
（芸
文
印
書
館
、
二
〇
〇
三
年
）
の

「参
考
文
献
」
を
、
郭
店
楚

簡
に
つ
い
て
は
池
田
知
久

・
李
承
律
編

「郭
店
楚
簡
関
係
論
者
目
録
」
（池
田

知
久
編

『郭
店
楚
簡
儒
教
研
究
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）
を
、
上
海
博
物
館
蔵

楚
簡
に
つ
い
て
は
あ
名
春

・
朱
淵
清
編

「上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
研
究
論

文
目
録
」
（
『上
博
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
研
究
も

と
李
鋭
編

。
郭
膜
補

「上
博
館
蔵
戦

国
楚
竹
書
研
究
論
文
目
録

（二
こ

（『上
博
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
研
究
続
編
も

を
参
照

さ
れ
た
い
。
こ
の
ほ
か
陳
文
豪

「
二
〇
〇
〇
十
二
〇
〇
三
年
簡
吊
論
著
目
録
」

３
出
土
文
献
研
究
』
第
六
輯
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
）
は
楚
簡
を
含
め

た
簡
串
研
究
全
体
の
論
著
目
録
と
な
っ
て
お
り
、
最
新
の
研
究
状
況
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
。

（三
）
中
国
に
お
け
る
研
究
状
況

中
国
に
お
け
る
楚
簡
研
究
の
特
徴
は
、
思
想
分
析
よ
り
も
楚
文
字
研
究
、
テ

キ
ス
ト
校
訂
、
字
句
解
釈
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

楚
文
字
研
究
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
が
文
字
編

で
あ
る
。
文
字
編
は
資
料
の
増
加
、
研
究
の
進
展
に
つ
れ
て
多
く
の
研
究
者
に

よ
っ
て
い
く
つ
も
編
纂
さ
れ
、
す
べ
て
の
楚
簡
研
究
者
の
必
携
書
と
な
っ
て
い

る
。
楚
文
字
を
広
く
集
め
た
最
初
の
文
字
編
と
し
て
際
壬
生

『楚
系
簡
吊
文
字

編
』
（湖
北
教
育
出
版
社
、　
一
九
九
五
年
）
が
あ
る
。
本
書
は
当
時
公
開
さ
れ
て
い

た
楚
簡
資
料
を
広
く
集
め
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
多
く
の
未
公
開
資
料
も
取

り
込
ん
で
作
成
さ
れ
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
本
書
は
文
字
編
と
し
て
の
用

途
だ
け
で
な
く
、
各
文
字
の
下
に
付
せ
ら
れ
て
い
る
文
例
に
よ
っ
て
未
公
開
資

料
の
内
容
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
利
点
も
あ
る
。
た
だ
し
こ
の
文

字
編
は
墓
本
を
使

っ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
字
形
は
必
ず
し
も
正
確

で
は
な
く
、
ま
た
字
釈
に
も
少
な
か
ら
ず
誤
り
が
あ
る
。
李
零

「読

《
楚
系
簡



吊
文
字
編
産

（『出
土
文
献
研
究
』
第
五
集
、　
一
九
九
九
年
八
月
）
が
本
書
の
字
釈

の
誤
り
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
て
い
る
の
で
、
同
書
を
用
い
る
場
合
に
は
こ
の

論
文
も
合
わ
せ
て
参
照
す
る
必
要
が
あ
る
。

近
年
で
は
李
守
奎
編
者

『楚
文
字
編
』
（華
東
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
三

年
）
が
最
も
完
備
さ
れ
た
文
字
編
で
あ
る
と
思
う
。
本
書
は
こ
れ
ま
で
に
公
開

さ
れ
て
い
る
楚
簡
の
み
な
ら
ず
、
楚
文
字
で
刻
ま
れ
た
青
銅
器

・
貨
幣

・
璽
印

な
ど
の
銘
文
か
ら
も
広
く
集
め
て
お
り
、
楚
文
字
を
全
面
的
に
把
握
す
る
の
に

役
立
つ
。
そ
の
ほ
か
張
光
裕

・
膝
壬
生

・
黄
錫
全
主
編

『曾
侯
乙
墓
竹
簡
文
字

編
』
（芸
文
印
書
館
、　
一
九
九
七
年
）、
張
光
裕
主
編

『包
山
楚
簡
文
字
編
』
（芸
文

印
書
館
、　
一
九
九
二
年
）、
張
光
裕
主
編

『郭
店
楚
簡
研
究
　
第

一
巻
文
字
編
』

全
本文
印
書
館
、　
一
九
九
九
年
）
は
そ
れ
ぞ
れ
曾
侯
乙
墓
竹
簡

・
包
山
楚
簡

・
郭

店
楚
簡
の
文
字
を
す
べ
て
収
録
し
て
お
り
、
逐
次
索
引
と
し
て
も
用
い
る
こ
と

が
で
き
る
。
な
お
衰
国
華

「
「包
山
楚
簡
」
文
字
諸
家
考
釈
異
同

一
覧
表
」

亀
中
国
文
字
』
新
二
〇
期
、　
一
九
九
五
年
一
二
月
）
は

『包
山
楚
簡
文
字
編
』
に

も
と
づ
い
て
当
時
発
表
さ
れ
て
い
た
文
字
学
者
の
解
釈
を
整
理
し
て
お
り
、
楚

文
字
研
究
の
動
向
を
知
る
上
で
便
利
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
古
文
字
研
究
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
研
究
者
の
論
文
集
と
し
て
、
李

家
浩

『著
名
中
年
語
言
学
家
自
選
集

・
李
家
浩
巻
』
（安
徹
教
育
出
版
社
、
二
〇

〇
二
年
）、
黍
錫
圭

『中
国
出
土
古
文
献
十
講
』
（復
旦
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
四

年
）
な
ど
が
あ
る
。
さ
ら
に
何
琳
儀

『戦
国
古
文
字
典
―
―
戦
国
文
字
声
系
』

（中
華
書
局
、　
一
九
九
八
年
）、
『戦
国
古
文
字
通
論

（訂
補
産

（江
蘇
教
育
出
版
社
、

二
〇
Ｑ
一一年
）
は
楚
文
字
の
専
論
で
は
な
い
が
、
戦
国
文
字
を
体
系
的
に
論
じ

て
お
り
、
楚
文
字
を
学
ぶ
上
で
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
必
読
書
で
あ
る
。

個
別
の
楚
簡
研
究
で
は
、
包
山
楚
簡
に
つ
い
て
は
陳
偉

『包
山
楚
簡
初
探
』

を
白
眉
と
す
る
。
本
書
は
同
氏
の
そ
れ
ま
で
の
包
山
楚
簡
研
究
を
基
礎
に
包
山

楚
簡
全
体
を
網
羅
的
に
検
討
し
、
か
つ
楚
文
字
研
究
等
の
従
来
の
研
究
成
果
を

幅
広
く
吸
収
し
て
新
た
な
釈
文
を
作
成
、
さ
ら
に
竹
簡
の
移
動
も
少
な
か
ら
ず

行
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
読
む
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
竹
簡
を

理
路
整
然
と
読
め
る
よ
う
に
し
た
箇
所
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
本
書
に
よ
っ
て

包
山
楚
簡
の
解
釈
は
多
く
の
点
で
定
説
が
得
ら
れ
、
包
山
楚
簡
研
究
は
そ
の
基

礎
的
な
段
階
を
終
え
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。
そ
の
ほ
か
劉
信
芳

『包
山
楚
簡
解

詰
』
は
各
簡
に
つ
い
て
詳
細
に
考
証
を
行

っ
て
お
り
、
各
簡
の
具
体
的
な
解
釈

を
知
る
上
で
役
に
立
つ
。

郭
店
楚
簡
に
つ
い
て
は
、
郭
店
楚
簡
研
究
の
全
体
的
な
方
向
付
け
を
し
た
研

究
と
し
て
李
学
勤

「先
秦
儒
家
著
作
的
重
大
発
現
」
、
（『人
民
政
協
報
』

一
九
九

八
年
四
月
八
日
／

『中
国
哲
学
』
第
二
〇
韓
、
遼
寧
教
育
出
版
社
、　
一
九
九
九
年

一
月
）、

「荊
門
郭
店
楚
簡
中
的

《
子
思
子
産

（『文
物
天
地
』

一
九
九
八
年
第
二
期
、　
一
九

九
八
年
三
月
／

『中
国
哲
学
』
第
二
〇
輯
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
李
氏
は
主
に
次
の

四
つ
の
理
由
か
ら
、
郭
店
楚
簡
を
子
思
学
派
の
作
品
で
あ
る
と
し
た
。

①
郭
店

一
号
墓
の
墓
葬
年
代
が
孟
子
の
活
躍
時
期
と
合
致
し
て
い
る
こ
と
。

②
か
つ
て

『絡
衣
』
は

『子
思
子
』
の

一
篇
で
あ
っ
た
こ
と

（『隋
圭
屋

音
楽
志

上
に
は

「中
庸

・
表
記
・
坊
記
・
絹
衣
皆
取
子
思
子
」
と
い
う
沈
約
の
語
が
引
用
さ



荊州地区出土戦国楚簡

れ
て
お
り
、
ま
た

『文
選
』
李
善
注
が

『子
思
子
』
と
し
て
引
用
し
て
い
る
文
章
が

『縄
衣
』
に
あ
る
）。

③

『荀
子
』
非
十
二
子
篇
に
子
思

・
孟
子
の
唱
え
た
と
い
う
五
行
思
想
の
批
判

が
見
え

（「略
法
先
王
而
不
知
其
統
、
猶
然
而
材
劇
志
大
、
聞
見
雑
博
、
案
往
喜
造

説
、
謂
之
五
行
…
…
子
思
唱
之
、
孟
朝
和
之
し
、
こ
の

「五
行
」
と
は
郭
店
楚
簡

『五
行
』
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
。

④

『魯
穆
公
間
子
思
』
の
存
在
。

今
日
で
は
こ
の
説
が
学
界
で
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
郭
店
楚
簡
は
子

思

・
孟
子
学
派

（あ
わ
せ
て
思
孟
学
派
）
の
作
品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

郭
店
楚
簡
の
字
釈
に
つ
い
て
大
き
な
影
響
を
与
え
た
研
究
は
数
多
い
が
、
こ

こ
で
は
専
著
と
し
て
李
界

『郭
店
楚
簡
校
読
記

（増
訂
本
運

（北
京
大
学
出
版
社
、

二
〇
〇
二
年
）、
陳
偉

『郭
店
竹
書
別
釈
』
（湖
北
荻
育
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
を

紹
介
す
る
に
と
ど
め
て
お
く
。
こ
の
二
書
は
い
ず
れ
も
整
理
小
組
の
釈
文
や
解

釈
に
対
し
て
独
自
の
見
解
を
示
し
た
も
の
で
、
『郭
店
楚
墓
竹
簡
』
発
表
後
の

竹
簡
排
列
や
字
句
解
釈
の
説
の
推
移
を
知
る
の
に
便
利
で
あ
る
。
李
零
氏
の
著

作
は
陳
鼓
応
主
編

『道
家
文
化
研
究
』
第

一
七
輯
で
発
表
さ
れ
た

「郭
店
楚
簡

校
読
記
」
の
増
訂
版
で
あ
り
、
原
論
文
は
郭
店
楚
簡
研
究
に
最
も
大
き
な
影
響

力
を
与
え
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。
た
だ
し
李
氏
の
研
究
は
文
字
を
恣
意
的
に

改
め
て
い
る
箇
所
が
少
な
か
ら
ず
存
す
る
の
で
、
使
用
す
る
際
に
は
注
意
が
必

要
で
あ
る
。
陳
偉
氏
は
郭
店
楚
簡
の
竹
簡
排
列
、
字
句
解
釈
に
関
す
る
論
考
を

数
多
く
発
表
し
、
郭
店
楚
簡
研
究
で
最
も
大
き
な
成
果
を
上
げ
た
人
物
の
一
人

で
あ
る
が
、
『郭
店
竹
書
別
釈
』
は
そ
れ
ら

一
連
の
論
文
を
再
構
成
し
て

一
冊

の
書
に
ま
と
め
あ
げ
た
も
の
で
、
そ
の
価
値
は
非
常
に
高
い
。

上
海
博
物
館
蔵
楚
簡
研
究
は
、
竹
簡
の
排
列
を
扱

っ
た
論
文
が
非
常
に
多
い

の
が

一
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
本
簡
は
そ
も
そ
も
盗
掘
さ
れ
た
竹
簡
で
あ
る
た
め
、

竹
簡
の
出
土
位
置
に
も
と
づ
い
て
竹
簡
の
排
列
を
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

そ
れ
に
加
え
て
断
簡
の
多
い
こ
と
が
竹
簡
の
排
列
を
よ
り
困
難
な
も
の
と
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
整
理
小
組
の
排
列
に
は
明
ら
か
な
誤
り
が
少
な
か
ら
ず
存
し
、

竹
簡
の
釈
読
に
大
き
な
混
乱
を
招
い
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
者
が
各

篇
の
排
列
に
つ
い
て
修
正
意
見
を
発
表
し
て
い
る
が
、
私
見
で
は
そ
の
中
で
は

陳
剣
氏
の
研
究
が
突
出
し
た
成
果
を
収
め
て
い
る
と
思
う
。
同
氏
の

「上
博
簡

《
子
業
》
、
《
従
政
》
篇
的
併
合
与
編
連
問
題
小
議
」
（簡
吊
研
究
網
、
二
Ｏ
Ｑ
二

年

一
月
八
日
／

『文
物
』
二
〇
Ｑ
二
年
第
五
期
）、
「上
博
簡

《
容
成
氏
》
的
排
合
与

編
連
問
題
小
議
」
（簡
鳥
研
究
網
、
二
〇
〇
三
年
一
月
九
日
／

『上
博
館
蔵
戦
国
楚
竹

書
研
究
続
編
し

は
と
も
に

『上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
全
じ
が
出
版
さ
れ

て
ま
も
な
い
時
期
に
簡
吊
研
究
網
で
発
表
さ
れ
、
非
常
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
。
上
博
簡
の
竹
簡
排
列
に
つ
い
て
は
説
の
帰

一
を
見
な
い
も
の
が
多
い
中
で
、

こ
の
二
篇
の
論
文
で
示
さ
れ
た
修
正
意
見
は
い
ず
れ
も
定
説
と
な
っ
て
い
る
。

（四
）
日
本
に
お
け
る
研
究
状
況

日
本
で
は

一
九
九
八
年
に

『郭
店
楚
墓
竹
簡
』
が
出
版
さ
れ
て
か
ら
楚
簡
が

広
く
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
主
に
思
想
史
研
究
者
に
よ
っ
て
楚
簡
研
究
が

な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
中
で
も
特
に
池
田
知
久

。
李
承
律
の
二
氏
を
中
心
と
す



る
研
究
グ
ル
ー
プ
と
、
浅
野
裕

一
・
湯
浅
邦
弘
の
二
氏
を
中
心
と
す
る
研
究
グ

ル
ー
プ
が
楚
簡
研
究
を
強
く
推
進
し
て
き
た
と
言
っ
て
い
い
と
思
う
。

前
者
に
よ
る
郭
店
楚
簡
研
究
の
主
要
な
成
果
は
池
田
知
久
編

『郭
店
楚
簡
儒

教
研
究
』
（汲
古
書
院
、
二
〇
Ｑ
二
年
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
池
田

・
李
両

氏
の
研
究
の
大
き
な
共
通
点
は
、
郭
店
楚
簡
に
は
荀
子
の
影
響
を
受
け
た
箇
所

が
見
え
る
と
す
る
こ
と
で
あ
り
、
郭
店
楚
簡
を
思
孟
学
派
の
作
品
と
す
る
中
国

人
研
究
者
の
全
体
的
な
傾
向
に
反
発
、
ま
た
郭
店
楚
簡
の
墓
葬
年
代
を

「戦
国

中
期
偏
晩
」
（紀
一Ｉ
削
四
世
紀
中
期
か
ら
三
世
紀
初
）
と
す
る
整
理
小
組
の
見
解
に

疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
特
に
池
田
氏
は

『窮
達
以
時
』
の
研
究
を
通
し
て
、

『窮
達
以
時
』
の
成
書
年
代
を
紀
元
前
二
六
五
―
二
五
五
年
頃
と
し
、
郭
店
楚

（・９
）

墓
の
下
葬
年
代
を
そ
れ
よ
り
少
し
後
の
こ
と
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

後
者
は
戦
国
楚
簡
研
究
会

（事
務
局
は
大
阪
大
学
中
国
哲
学
研
究
室
に
あ
る
）
と

い
う
研
究
会
を
立
ち
上
げ
て
お
り
、
そ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
で
公
開
さ
れ
て
い
る

０
付０
＼＼煮
ヨ
≡
耳
，
弊
“占
８
“Ｒ
許
日
巨
∽ミ
）。
そ
の
研

究
成
果
は

『新
出
土
資
料
と
中
国
思
想
史
』
翁
中
国
研
究
集
刊
』
別
冊
、
大
阪
大

学
中
国
学
会
、
二
〇
Ｑ
二
年
六
月
）、
『戦
国
楚
系
文
字
資
料
の
研
究
』
答科
研
報
告

書
、
二
〇
〇
四
年
）、
『中
国
研
究
集
刊
』
騰
号

（第
一三
ハロ３

特
集
号

「戦
国
楚

簡
と
中
国
思
想
史
研
究
」
（大
阪
大
学
中
国
学
会
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
）、
浅
野
裕

一
編

『竹
簡
が
語
る
古
代
中
国
思
想
』
（汲
古
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
の
四
冊
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
本
研
究
会
の
旗
手
的
存
在
と
目
さ
れ
る
浅
野
氏
は
、
郭

店
楚
簡
の
墓
葬
年
代
を
戦
国
中
期
偏
晩
と
す
る
整
理
小
組
の
説
を
不
動
の
前
提

と
し
て
考
え
、
考
古
類
型
学
に
よ
る
編
年
を
批
判
し
て
思
想
史
研
究
に
よ
る
独

自
の
編
年
を
も
く
ろ
む
池
田

・
李
両
氏
の
研
究
を
真

っ
向
か
ら
否
定
し
て
い
る
。

ま
た
郭
店
楚
街
を
思
孟
学
派
と
す
る
中
国
学
界
の
一
般
的
な
傾
向
に
賛
同
し
、

そ
れ
を
さ
ら
に
強
く
推
し
出
し
て
郭
店
楚
簡
諸
篇
の
成
立
年
代
を
戦
国
前
期

（紀
一孤
単削
四
Ｑ
一下
三
四
二
年
）
と
す
る
論
考
を
数
多
く
発
表
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
郭
店
楚
簡
研
究
の
情
況
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
日
本
の
楚
簡

研
究
に
お
い
て
最
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
典
籍
簡
各
篇
の
成
書
年

代
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
墓
葬
の
下
葬
年
代
が
そ
の
成
書
年
代

・
思
想
学
派

を
決
定
す
る
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
点
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
出
土
し
た

楚
簡
は
も
ち
ろ
ん
墓
に
埋
め
ら
れ
る
前
に
成
立
し
て
い
る
わ
け
だ
か
ら
、
そ
れ

ら
の
成
書
年
代
の
下
限
は
そ
の
墓
葬
の
下
葬
年
代
に
な
る
。
従

っ
て
考
古
学
者

の
示
す
下
葬
年
代
が
典
籍
の
成
書
年
代
に
決
定
的
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な

る
わ
け
だ
が
、
従
来
の
思
想
史
研
究
の
定
説
か
ら
す
る
と
、
そ
の
よ
う
な
早
い

時
代
に
こ
の
よ
う
な
思
想
内
容
の
文
献
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
さ
れ
、

考
古
学
者
が
示
し
た
下
葬
年
代
に
疑
間
が
提
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
考
古
学
に
よ
る
年
代
測
定
と
思
想
史
研
究
に
よ
る
年
代
測
定
に
大

き
な
阻
齢
が
生
じ
て
き
た
わ
け
だ
が
、
そ
の
問
題
の
一
つ
に
白
起
抜
郵
の
問
題

が
あ
る
。
白
起
抜
郵
と
は
秦
の
将
軍
白
起
が
前
二
七
八
年
に
楚
の
首
都
郵
を
陥

落
さ
せ
た
事
件
の
こ
と
で
、
考
古
学
者
の
間
で
は
白
起
抜
郵
以
後
江
陵
地
区
で

は
楚
墓
は
作
ら
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
の
が
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
郭

店
楚
墓
の
み
な
ら
ず
江
陵
地
区
の
楚
墓
全
体
の
下
葬
年
代
の
下
限
を
決
定
す
る



大
問
題
で
あ
る
が
、
実
は
文
献
上
の
根
拠
が
何
も
な
く
、
思
想
史
研
究
者
か
ら

強
い
疑
問
視
を
受
け
て
い
誕
。

お

わ

り

に

楚
簡
は
出
土
し
て
い
る
量
が
多
く
、
そ
の
内
容
も
多
種
多
様
で
あ
り
、
研
究

も
少
な
か
ら
ず
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
今
後
も
楚
簡
の
出
土
と
そ
の
研
究

の
増
加
傾
向
は
と
う
ぶ
ん
や
む
こ
と
が
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
情
況
の
中
で

最
も
大
き
な
影
響
力
を
持
つ
楚
簡
は
包
山
楚
簡

。
郭
店
楚
簡

・
上
海
博
物
館
蔵

楚
簡
で
あ
り
、
ゆ
え
に
楚
簡
の
中
で
も
と
り
わ
け
荊
州
地
区
出
土
戦
国
楚
簡
が

注
目
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。

日
本
で
は
郭
店
楚
簡
か
ら
楚
簡
が
広
く
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
思
想
研
究
者
が
中
心
に
な
っ
て
楚
簡
研
究
を
進
め
て
き
た
が
、
楚
簡
は
思

想
研
究
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
文
字

・
言
語

・
歴
史

・
考
古
な
ど
、
他
の
様
々

な
研
究
分
野
に
と
つ
て
も
重
要
な
資
料
を
提
供
し
う
る
豊
富
な
内
容
を
有
し
て

い
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
う
し
た
分
野
か
ら
の
楚
簡
研
究
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、

秦
簡

・
漢
簡
の
研
究
に
比
べ
て
注
目
度
が
低
い
こ
と
は
否
め
な
い
事
実
だ
ろ
う
。

本
稿
は
む
し
ろ
そ
う
し
た
思
想
研
究
者
以
外
の
他
分
野
の
研
究
者
に
刺
激
を
写

え
る
こ
と
を
意
識
し
て
書
い
た
つ
も
り
で
あ
る
。

楚
簡
伊
究
は
こ
こ
数
年
で
急
速
な
発
展
を
遂
げ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
楚
簡
研

究
を
始
め
よ
う
と
す
る
者
が
研
究
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
す
ら
も
は
や
困
難
な

情
況
に
な
り

つ
つ
あ
る
。
本
稿

で
は
ご
く

一
部

の
代
表
的
な
研
究
を
説
明
す
る

に
と
ど
ま
り
、
数
多
く

の
重
要
な
研
究
を
紹
介
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
こ

と
は
甚
だ
遺
憾
で
あ
る
が
、
楚
簡
研
究

の
大
体
は
こ
れ
で
知
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
う
。
本
稿
が
楚
簡
研
究

の
ガ
イ
ド
と
し
て
い
さ
さ
か
な
り
と
も
役
に
立

つ

こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

注
（
１
）

こ
れ
ま
で
楚
簡
の
出
土
状
況
を
整
理

・
紹
介
し
た
研
究
と
し
て
は
、
米
如
田

「戦
国
楚
簡
的
発
現
与
研
究
」
翁
江
漠
考
古
』

一
九
八
八
年
第
三
期
）
、
陳
振
裕

「湖
北
楚
簡
概
述
」
翁
街
鳥
研
究
』
第

一
輯
、
法
律
出
版
社
、　
一
九
九
三
年

一
〇

月
）
、
李
逗
富

「楚
国
簡
鳥
文
字
資
料
綜
述
」
亀
古
漠
語
研
究
』

一
九
九
五
年
第

三
期
、　
一
九
九
五
年
九
月
／

『江
漠
考
古
』

一
九
九
五
年
第
四
期
、　
一
九
九
五
年

一
二
月
）
、
際
壬
生

『楚
系
簡
吊
文
字
編
』
（湖
北
教
育
出
版
社
、　
一
九
九
五
年
）

「序
言
」
、
胡
平
生

。
李
天
虹

『長
江
流
域
出
土
簡
贖
与
研
究
』
（湖
北
教
育
出
版

社
、
二
〇
〇
四
年
）
第
二
章

「長
江
流
域
及
周
辺
地
区
出
土
的
戦
国
楚
簡
」
が
あ

る
。
ま
た
、
楚
簡
に
か
ぎ
ら
ず
こ
れ
ま
で
に
出
土
し
た
簡
贖
を
広
く
紹
介
し
て
い

る
も
の
と
し
て
は
、
隣
宇
審

・
段
書
安

『本
世
紀
出
土
以
来
出
土
簡
吊
概
述
』

（万
巻
楼
図
書
有
限
公
司
、　
一
九
九
九
年
）
、
馬
今
洪

『簡
鳥
発
現
与
研
究
』
（上

海
書
店
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）
「簡
吊
的
発
現
」
、
季
均
明

『古
代
簡
憤
』
（文

物
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
、
李
零

『簡
占堅
四書
与
学
術
源
流
』
０
一聯
書
店
、
二

〇
〇
四
年
）
第
三
講

「簡
吊
的
埋
蔵
与
発
現
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
２
）

季
学
勤

「長
台
関
竹
簡
中
的

《
墨
子
》
快
篇
」
（李
学
勤

『簡
吊
快
籍
与
学
術

史
』
、
時
報
文
化
出
版
企
業
有
限
公
司
、　
一
九
九
四
年
）
。

（
３
）
　

「廷
時
」
の
釈
読
は
武
漢
大
学
歴
史
学
院
の
劉
回
勝
副
教
授
の
教
示
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
な
お
整
理
小
組
は

「冊
時
」
に
作
り
、
そ
の
考
釈

（
６６‐
）
で

「文
意

か
ら
見
て
第

一
か
ら
第

一
八
号
簡
と
関
係
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
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（
４
）
　

『包
山
楚
簡
初
探
』
（武
漢
大
学
出
版
社
、　
一
九
九
六
年
）
第
六
章

「卜
笠
与

祷
祠
」
第

一
節

「”歳
貞
“
与

”疾
病
貞
Ｌ
。

（
５
）

上
海
博
物
館
が
こ
の
竹
簡
を
購
得
す
る
経
緯
に
つ
い
て
は

『上
海
博
物
館
蔵
戦

国
楚
竹
書
』
全

）
の

「前
言
‥
戦
国
楚
竹
書
的
発
現
保
護
和
整
理
」
（以
後

「前

≡屋
）
に
説
明
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
「馬
承
源
先
生
談
上
博
簡
」
翁
上
博
館
蔵
戦
国

楚
竹
書
研
究
』
、
上
海
書
店
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）
に
も
詳
し
く
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
上
海
博
物
館
は
三
度
に
分
け
て
楚
簡
を
購
入
し
た

と
い
う
。　
一
度
日
は

一
九
九
四
年
五
月
、
三
度
目
は

一
九
九
四
年
秋
冬
の
際
で
、

三
度
目
に
つ
い
て
は
日
時
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。　
一
九
九
四
年
に
三
度
に

分
け
て
購
入
し
た
竹
簡
は
、
そ
の
特
徴
や
状
態
が
ま
っ
た
く
同
じ
で
、
中
に
は
竹

簡
を
つ
な
げ
て

一
枚
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
も
あ
っ
た
と
い
う
。
『上
海
博

物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
（全
六
冊
の
予
定
）
に
収
録
さ
れ
る
の
は
こ
の
竹
簡
で
、

全

一
二
〇
〇
余
枚
、
総
字
数
三
五
〇
〇
〇
余
字
と
い
う
。
三
度
目
に
購
入
し
た
竹

簡
に
つ
い
て
は
今
後
い
か
な
る
形
で
発
表
す
る
の
か
な
ど
の
詳
し
い
情
報
は
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
出
土
地
に
つ
い
て
は
、
馬
承
源
氏
が

「前
言
」
に
お
い
て

「当
時
の
伝
聞
で
は
だ
い
た
い
湖
北
あ
た
り
か
ら
来
た
と
い
う
」
と
述
べ
て
い
る
。

そ
し
て
郭
店
楚
墓
は

一
九
九
三
年

一
〇
月
に
盗
掘
か
ら
救
う
た
め
に
発
掘
さ
れ
て

お
り
、　
一
九
九
四
年
初
頭
に
香
港
で
売
り
に
出
さ
れ
た
と
い
う
本
簡
の
情
況
と
時

間
的
に
も

一
致
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
本
簡
は
郭
店
楚
簡
と
同

一
の
墓
か
ら
出
土
し
た

も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
暉
が
強
く
あ
っ
た
。
馬
承
源
氏
は
こ
の
件
に
つ
い
て
も

触
れ
て
い
る
が
、
出
土
地
が
郭
店
楚
墓
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
確
証
は
な
い
と
明

言
を
避
け
て
い
る
。

（
６
）

た
だ
し

「前
言
」
で
は
、
竹
簡
は
約
百
篇
に
分
け
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。

（
７
）

饒
宗
順

「在
開
拓
中
的
訓
詰
学
―
従
楚
簡
易
経
談
到
新
編

《
経
典
釈
文
》
的
建

議
」
翁
第

一
届
国
際
訓
詰
学
研
討
会
論
文
集
』
、　
一
九
九
七
年
）
、
「絡
衣
零
簡
」

翁
秦
漢
史
論
叢
』
第
七
報
、　
一
九
九
八
年
）。

（
８
）
　

『縄
衣
』
に
つ
い
て
は

『上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
盆

）
の
一
人
九
頁
、

『周
易
』
に
つ
い
て
は

『上
海
博
物
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
』
０
し

の

一
七
九
頁
、

『子
業
』
に
つ
い
て
は
陳
剣

「上
博
簡

《
子
業
》
、
《
従
政
》
篇
的
併
合
与
編
連
問

題
小
議
」
（簡
吊
研
究
網
、
二
〇
〇
三
年

一
月
八
日
／

『文
物
』
二
〇
〇
三
年
第

五
期
）
を
参
照
。

（
９
）

史
樹
青

『長
沙
仰
天
湖
出
土
楚
簡
研
究
』
（群
聯
出
版
社
、　
一
九
五
五
年
）
の

葉
恭
綽
氏
の
序
文
に

「遣
策
」
と
い
う
呼
称
の
作
り
出
さ
れ
た
経
緯
が
紹
介
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
一
節
を
訳
す
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
「仰
天
湖
出
上
の
楚
簡
は

か
つ
て

一
九
五
四
年
に
北
京
で
展
示
さ
れ
、
私
は
初
め
て
こ
の
目
で
見
る
こ
と
が

で
き
た
。
…
…
そ
の
時
、
湘
中
の
友
人
が
私
に
こ
の
竹
簡
の
考
釈
を
し
て
く
れ
と

依
頼
し
て
き
た
。
私
は
こ
れ
が
墓
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
墓
中

の
人
物
と
関
係
が
あ
る
は
ず
で
あ
り
、
ま
た
葬
事
と
も
関
係
が
あ
る
は
ず
だ
と
ま

ず
連
想
し
た
。
そ
し
て
そ
の
文
章
を
ざ

っ
と
見
て
み
る
と
、
す
べ
て
器
物
の
名
前

で
あ
る
。
『儀
礼
』
既
夕
礼
を
見
て
み
る
と
…
…
と
あ
る
。
し
か
も
竹
簡
に
書
か

れ
て
い
る
物
は
だ
い
た
い
み
な
金
属
や
絲
属
で
あ
り
、
そ
れ
が
唱
贈

・
遣
送
の
物

で
あ
る
こ
と
は
疑
う
べ
く
も
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
竹
簡
は

『儀
礼
』
中
の
遣
策
に

ち
が
い
な
い
と
判
断
し
、
こ
れ
を
も
つ
て
湘
中
の
友
人
に
返
事
を
出
し
た
と
こ
ろ
、

み
な
そ
う
だ
と
考
え
た
。」

（
１０
）

季
家
浩

「包
山
楚
簡
的
た
柿
及
其
他
」
３
第
二
届
国
際
中
国
古
文
字
学
研
討
会

論
文
集
』
、
香
港
中
文
大
学
中
国
語
言
及
文
学
系
、　
一
九
九
三
年

一
〇
月
／
李
家

浩

『著
名
中
年
語
言
学
家
自
選
集

・
季
家
浩
巻
』
、
安
微
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇

二
年
）
。

（
Ｈ
）
　

『包
山
楚
簡
初
探
』
（同
注

（
４
》

第
七
章

「喪
葬
制
度
」
第
二
節

「遣
策
与

唱
書
」
。

（
・２
）

包
山
楚
簡
卜
笠
祭
祷
記
録
に
つ
い
て
は
注

（
４
）
所
掲
の
陳
偉
氏
の
論
文
の
ほ

か
、
彰
浩

「包
山
二
号
楚
墓
卜
鐘
与
祭
祷
竹
簡
的
初
歩
研
究
」
令
包
山
楚
墓
』
付

録
三
二
）、
李
零

「包
山
楚
簡
研
究

（占
卜
類
と

（
『中
国
典
籍
与
文
化
論
叢
』
第

一
輯
、
中
華
書
局
、　
一
九
九
三
年
）
と
そ
れ
を
書
き
改
め
た

『中
国
方
術
考

（修
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訂
本
送

（東
方
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
第
四
章

「早
期
卜
鐘
的
新
発
現
」
第
三

節

「楚
占
卜
竹
簡
」
、
池
澤
優

「祭
ら
れ
る
神
と
祭
ら
れ
ぬ
神
―
戦
国
時
代
の
楚

の

「卜
笠
祭
祷
記
録
」
竹
簡
に
見
る
霊
的
存
在
の
構
造
に
関
す
る
覚
書
」
翁
中
国

出
土
資
料
研
究
』
創
刊
号
、　
一
九
九
七
年
三
月
）、
工
藤
元
男

「包
山
楚
簡

「ト

笠
祭
祷
簡
」
の
構
造
と
シ
ス
テ
ム
」
翁
東
洋
史
研
究
』
第
五
九
巻
第
四
号
、
二
〇

〇

一
年
三
月
）
を
参
照
。

（
・３
）

楚
暦
の
歳
首
を
刑
夷
の
月
と
す
る
説
は
、
陳
偉

『包
山
楚
簡
初
探
』
（同
注

（
４
）
）
第

一
章

「歳
首
与
簡
書
年
代
」
に
始
ま
る
。
ま
た
森
和

「子
弾
庫
楚
吊

書
の
資
料
的
性
格
に
つ
い
て
」
亀
早
稲
田
大
学
長
江
流
域
文
化
研
究
所
年
報
』
第

三
号
、
二
〇
〇
五
年

一
月
）
は
九
店
楚
簡
日
書
に
見
え
る
占
い
の
起
点
が
刑
夷
の

月
で
あ
る
こ
と
を
根
例
と
し
て
、
陳
偉
氏
の
説
に
賛
同
し
て
い
る
。

な
お
、
包
山
楚
簡
に
は
刑
夷
の
月
の
翌
月
に
あ
た
る
夏
夷
の
月
に
歳
貞
を
行

っ

て
い
る
例
も
あ
り
、
天
星
観
楚
簡
で
は

一
〇
月
に
歳
貞
を
行

っ
て
い
る
例
が
あ
る

と
い
う

（注

（
１２
）
所
掲
シ
浩

「包
山
二
号
楚
墓
卜
笠
与
祭
祷
竹
簡
的
初
歩
研

究
し
。
ま
た
新
茶
楚
簡
で
は
歳
貞
を
意
味
す
る

「卒
歳
之
貞
」
（乙
四
‥
３４
、
乙

四
‥
１０２
ヽ
乙
四
‥
１０３
）
ヽ
「卒
歳
貞
」
（乙
四
‥
３８
、
乙
四
‥
４６
、
乙
四
‥
８５
、
乙

四
‥
１３０
）
、
「集
歳
之
貞
」
（乙
四
‥
１２２
）
ヽ
「集
歳
貞
」
（零
‥
１３５
）
と
い
う
語
が
見

え
る
が
、
刑
夷
の
月
に
占
い
を
し
た
と
記
し
た
竹
簡
は

一
枚
も
な
く
、
歳
貞
が
刑

夷
の
月
に
行
わ
れ
た
可
能
性
は
極
め
て
低
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
甲
三
‥
３３
で
は
楚

暦
の

一
二
月
に
あ
た
る
献
馬
の
月
に
卒
歳
貞
を
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら

に

一
年
間
で
は
な
く
三
年
間
の
吉
凶
を
占
う

「三
歳
貞
」
な
る
占
い
も
見
え
、
そ

れ
は
八
月
に
行
わ
れ
て
い
る

（乙
四
‥
９８
）
０
こ
れ
ら
の
例
か
ら
す
る
に
、
歳
貞

は
年
度
初
め
の
刑
夷
の
月
に
行
う
の
が

一
般
的
で
あ
る
と
い
う
説
は
今
後
再
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
‐４
）

包
山
楚
簡
文
書
類
に
つ
い
て
全
面
的
に
研
究
し
て
い
る
も
の
と
し
て
陳
偉

『包

山
楚
簡
初
探
』
（同
注

（
４
し
、
劉
信
芳

『包
山
楚
簡
解
詰
』
０
本
文
印
書
館
、
二

〇
〇
三
年
）
が
あ
る
の
で
、
詳
し
く
は
そ
ち
ら
を
参
照
の
こ
と
。
日
本
の
研
究
と

し
て
は
、
池
田
雄

一
「戦
国
楚
の
法
制
―
包
山
楚
簡
の
出
土
に
よ
せ
て
―
」
翁
紀

要
　
史
学
科
』
第
三
八
号
、
中
央
大
学
文
学
部
、　
一
九
九
三
年
三
月
）、
藤
田
勝

久

「包
山
楚
簡
よ
り
み
た
戦
国
楚
の
県
と
封
邑
」
３
中
国
出
土
資
料
研
究
』
第
三

号
、　
一
九
九
九
年
三
月
）
、
拙
稿

「包
山
楚
簡
に
見
え
る
証
拠
制
度
に
つ
い
て
」

（郭
店
楚
簡
研
究
会
編

『楚
地
出
土
資
料
と
中
国
古
代
文
化
』
、
汲
古
書
院
、
二

〇
〇
二
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
・５
）

例
え
ば

一
九
九
八
年
五
月
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ダ
ー
ト
マ
ス
大
学
で
開
催
さ

れ
た
郭
店
老
子
国
際
研
討
会

（∽
“Ц群

＞
中〕営

営
鱒
９
μ∽〕
〓

翼
卜〕〕卜”
Ｅ
Ｐ
＆
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〔〕
す
０

一Φ
常
Ｏ
斜
”
ω
〕

Ｆ

い
ｏ
Ｎ
肝
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「
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ｏ
ｏ
①
ω
α
い
博
∞
∽

Ｏ
Ъ

吾
す
ｏ

Ｈ
博
お
ｏ
Ц
目
ω
お
中
０
鰤
ω
中

（〕
ｏ
口
瑞
ｏ
一
ｏ
コ
ｏ
①
）

∪

ω
岸
日

ｏ
ド
辞
す

Ｏ

ｏ
】
①
∞
ｐ

ツ
［ヽ
Ｎ
】

牌
Ｏ
Ｏ
∞
狼

∽
Ｏ
ｏ
中
ｏ
昔
】

～
ｏ
埓
付
す
ｏ

∽
帝
言
“
＜

ｏ
」
口

Ｎ
と
】

①
″
申

目
〕
］
ｏ
ｏ
ｏ
邪
文
編
訳

『郭
店

《
老
子
》
　
東
西
方
学
者
的
対
話
』
、
学
苑
出
版
社
、

二
〇
〇
二
年
）
や
、　
一
九
九
九
年

一
〇
月
に
武
漢
大
学
で
開
催
さ
れ
た
郭
店
楚
簡

国
際
学
術
研
討
会

（武
漢
大
学
中
国
文
化
研
究
院
編

『郭
店
楚
簡
国
際
学
術
研
討

会
論
文
集
』
、
湖
北
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
）
、
二
〇
〇
〇
年

一
二
月
に
日
本

女
子
大
学
で
開
催
さ
れ
た
郭
店
楚
簡
国
際
学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
尿
雇
地
出
土
資

料
と
中
国
古
代
文
化
』
、
同
注

（
１４
）、
の
谷
中
信

一
「あ
と
が
き
」
を
参
照
）
な

ど
。

（
・６
）

例
え
ば

《
中
国
哲
学
》
編
韓
部

。
国
際
儒
聯
学
術
委
員
会
編

『郭
店
楚
簡
研
究

中
国
哲
学
第
二
〇
韓
』
（遼
寧
教
育
出
版
社
、　
一
九
九
九
年

一
月
）
や
陳
鼓
応

主
編

『道
家
文
化
研
究
第

一
七
韓
　
郭
店
楚
簡
専
号
』
０
一聯
書
店
、　
一
九
九
九

年
八
月
）
、
池
田
知
久
監
修

『郭
店
楚
簡
の
研
究

（
一
産

（大
東
文
化
大
学
郭
店

楚
簡
研
究
班
編
、　
一
九
九
九
年
人
月
）
、
東
京
大
学
郭
店
楚
簡
研
究
会
編

『郭
店

楚
簡
の
思
想
史
的
研
究
』
第

一
巻

（
一
九
九
九
年

一
一
月
）
な
ど
。

（
・７
）

上
博
楚
簡
の
研
究
は
主
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
発
表
さ
れ
た
。
そ
の
中
心
と

な
っ
た
の
が
簡
吊
研
究
網

（ｒ
市〕
”ミ
雪
ヨ
ヨ
一肝目
Ｊ

ｏ
唱照
）
と
い
う
サ
イ
ト
で
あ

る
。
こ
れ
は
三
〇
〇
〇
年
初
頭
に
中
国
社
会
科
学
院
が
設
立
し
た
サ
イ
ト
で

（二

〇
〇
三
年
九
月
か
ら
武
漠
大
学
が
そ
の
事
務
を
引
き
継
い
だ
）
、
簡
蹟
鳥
書
に
関



す
る
様
々
な
情
報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
中
で
最
も
注
目
さ
れ
る
の
が
こ

こ
で
発
表
さ
れ
る
論
文
で
あ
る
。
論
文
を
投
稿
す
る
と
す
ぐ
に
発
表
で
き
る
と
い

う
速
度
、
し
か
も
そ
れ
を
世
界
中
に
発
信
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
広
範
囲
性

が
研
究
者
の
発
表
意
欲
を
く
す
ぐ
り
、
ま
た
関
係
論
文
の
収
集
に
も
非
常
に
便
利

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
サ
イ
ト
の
利
用
者
は
瞬
く
間
に
増
え
、
論
文
の
総
発
表

数
も
す
で
に
一
二
〇
〇
篇
を
超
え
て
い
る
。

（
・８
）

上
海
大
学
古
代
文
明
研
究
中
心

・
清
華
大
学
思
想
文
化
研
究
所

『上
博
館
蔵
戦

国
楚
竹
書
研
究
』
（上
海
書
店
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
三
月
）
、
上
海
大
学
古
代
文

明
研
究
中
心

・
清
華
大
学
思
想
文
化
研
究
所

『上
博
館
蔵
戦
国
楚
竹
書
研
究
続

編
』
（上
海
書
店
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年
七
月
）
。
前
者
は
第

一
冊
に
関
す
る
論
文

集
で
あ
り
、
後
者
は
第
二
冊
に
関
す
る
論
文
集
で
あ
る
。
こ
の
論
文
集
に
は
関
係

論
著
目
録
も
付
さ
れ
て
お
り
、
上
博
楚
簡
研
究
の
全
体
情
況
を
つ
か
む
こ
と
が
で

き

る

。

（
・９
）

池
田
知
久

「郭
店
楚
簡

『窮
達
以
時
』
の
研
究
」
翁
郭
店
楚
簡
儒
教
研
究
し
。

こ
の
ほ
か

「郭
店
楚
簡

『老
子
』
諸
章
の
上
段

・
中
段

・
下
段
―

『老
子
』
の
テ

キ
ス
ト
形
成
史
の
中
で
―
」
翁
中
国
哲
学
研
究
』
第

一
人
号
、
東
京
大
学
中
国
哲

学
研
究
会
、
二
〇
〇
三
年
二
月
）
参
照
。

（
２０
）
　

『戦
国
楚
系
文
字
資
料
の
研
究
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
論
文
の
ほ
か
、
ヨ
五
行

篇
』
の
成
立
事
情
―
郭
店
写
本
と
馬
王
堆
写
本
の
比
較
―
」
翁
中
国
出
土
資
料
研

究
』
第
七
号
、
中
国
出
土
資
料
学
会
、
二
〇
〇
三
年
三
月
）
参
照
。

（
２．
）

白
起
抜
郵
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
李
承
律

「郭
店

一
号
楚
墓
よ
り
見
た
中
国

「考
古
類
型
学
」
の
方
法
論
上
の
諸
問
題
と

「白
起
抜
郵
」
の
問
題
」
翁
郭
店
楚

簡
の
思
想
史
的
研
究
』
第
六
巻
、
東
京
大
学
郭
店
楚
簡
研
究
会
、
二
〇
〇
三
年
二

月
）
を
参
照
。




